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ま’ ｦ が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ミ鈴木雪夫、竹内済、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ・藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を，

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は二統計数理研究所図書室に登録保管される。

’そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利刷こ制限はつけないが、話し手、聞き宇、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、ゴーピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用するこ・と

 ができる。
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・祝言す肩以前 （1）戦前戦中

奥野  どの先一生4・らも略歴をいr（†～こまして、それセ手

かか・）にか話を伺ラことにしておリ）まT．それで、お伺

いすべ’さ事柄も、睦昏歴を粁見しながらという二とにゾ†（

します。 レかし、お話をお・伺いしている間にまk，冨いつ

いて、あ札もこれもとはるかもし札まセん。

 私どもにとっては、総理府航訂局の総務課景にち・オ～り
になつすてとさがらのことしが、記1意か々いれけなんて・す

げれども、嘩昏歴左手子見しますと、それまで㍉（いろいろな

禾至歴け持ちですのて“、一番初めに、総理廊歳計卯・前

の時代ということで“、簡単に、その虹の幾つかのところ
きわイ列いレτ（いんて“す。 天変いろいう戸よ考支楕い（フいてい

らっレやるのて㌧一。  ・’・

小田原私は虎児島の旧弗1第・ヒ高等学状を葎‡して、昭

知9年に束宋大学、当時の束束帝国大学の族学部痕律学
科を卒業して（わけです。浅学部て“は、実は二の間も三楯

先生までちょっと中レよレ七ように、三稚さんのゴ尊父

の三楯億三敢授に、狙逸内法、すなわちBq目（べ一ケ“

9べ’、B州eHiche q破†三Bμch）の講義を伺フf・もの

でございます。全く糾るいに、明断克明六∫硝汀

試験では私の至って数少ない「優。（！フをい1・ビいて
ポはして、（笑）これはもう終生の感謝といて・すと二う

て“ございよす。このτ（’びはご子、亀の三浦さんと二ついう

関係て“抄話をする二とにな’）ま←†（のは、全くの奇祥で

あると申すはかはありまセん。
 卒業の前の与に、い榊る文言試、陳、正雄には高学試

、練行政科という七のに倉橋いτ（しまして、やがて官庁入
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りという二とに7よ．りよしk。実は紹↑される方がら’られ一

まし・て、当時め内閣（今日の総理府）に大府し†（わけて’

す。内閣て“は、当時満州（いまの中国東地部）の行灰欠を

寿充括し†（対満二事・矛参局という部局に酉乙置でれまレて（。 これ

は各殆にわτ（る対満ソ・州の行政を調整、統括一 ｵ、 その長を

舶執といい、隣軍大臣がこれを乗れるというイ土粒みて“、

打に世は率戦時件刺11あつ1三時期です。村鮮務局に

は、各省からそ札でれ・専務官が氷圭くれて来ているわ1ブ’

です。

三瀦出伺て“すか。

小田原出向て“す①これは内務、外孫、あるいは当時の

逓信、裳林、商工、そういフすくほとんどの役所を網羅し

てち・り、それどれの役所が満州国、あるいは、閃束局と

申しよレ1・けれども、．旅順、尺速を倉めτ・関東州と痛飲

附属犯を所宿しtこ昔の関東庁ですね。この2フに対レて、

各省がそれぞ札関係を持ちますけれども、ばらばらブよ梓

触をレげいようにということて“、こういう役所ゲブくら

れt・わけです。レかも中核には師と海軍バ人1て碓

を図ブト。しかし、亨実1・障軍吻べ中・）ドなパちっト。

三精満州て一すがら払。

ノド回厚そプ・ウ1げ州ましマ、その対満車箱局といク役

所にいき7ポ）入りまレτ〈。そして、その払先が満州にあ

つ†・んです。それグ、先ほど申しよレτ（閃束局なのです。

青は、関東庁ヒいつτ（ので・すが、ちょっと二表くなります

が、これは、二ういう仕組付にオ8フてい1・んで仰・満

州1よ、当時、穴速と旅順の剛て一途束キ島、いわ作る関東

州というのガありまレて、日露戦争考乏日年φぐg9カ年の禾庄

イ昔権を得す（の て“すバ、 はかに、大．遊からずっ と飲養Lが比
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に上フ、てい3よしで、I �Vを通．リ、そして長春に至る李衆

並ガ南浦依丘で、その附馬施を含めて日年の行政擁下に
あっ†（めです。 なぢ満食定、さらにノ。ノレピンまで通じて、

そのメbはシベリァタ失」宜につ似カぐフていτ（人／ですれ。 そこ

で上並しkよう一に、日本は閏束州というピ弓に、いわ

ける稗借地を持フていτ・。それを関象庁が治める。その

長を閃末長官といフてい†・んで“す。それともラ／フ、さ

っさ中レ上げτ〈鉄道があ’）ましょう。奉天とか八1レピソ

と1＼その紬舳稼・つまリ附属地1・対しても・1不
1才ある行政権を将フてお・フτ（わけて“、その行政循も潤束

ノ子ド’あ っ τ（の て“す。

 ところか’、勢いのお1も一む・〈とこう昭和6年には満州千

変ガ起二’1、軍と中心Kレて満州国をつくリ上ヴるとい
う二とになフ1・もので“η・ら・∴今度は満州の程営筏一¥を
根本的につくり適すことになるわけでT。まブ、満州国
は独立国家であるかラ駐蔵全稚尺使が置φ・牝、関東軍司

冷官が大使を兼ねる。関家州と前島犯行政を担当しτ・関

東長宮は．閏束局という部局の雫官にηフて、これま↑こ馬主

満穴使館の傘下に入る。それで、いわ中る三位一体とい

う相識’がでさkんですね。関来軍『令官と駐病欠イ史と関

東局の表宮との3フて“す。 しかも形の上て“は列に満州国

ヒいう因をつくっ↑（。

三稚 これは独立国て“すカ・らね。

1卜田尻 だグ㌧、国と国との関脈は外務省バやるのです。

大便館を置いて特命全権大使、それを関栗軍司令官が兼

れる、旅順から新ネに移して関家局とし欠使館に置く、

ごめ未を枇手ヒいうんで万ね。軍司令官（よ兼れると同時

に特命全権大使て“もめつ、まτ（閥束局の衣て“章あるとい
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う三位一体の組織をフくフf・んで’す。非常に改郁ラフよイ士

紐ポごフてた～て“すね。1私グ赴任レましたのは二の関東庁

の俊身て｝ある関率局という役所ドブτ（わけηルて“す。そ

ういう不思諸乏・なところに、じは’らく、3年1ざ〃＼り在イ4し

ていましに乃 ：。二に行フているとさに、束末では2．2ム争

件が起、二ってい1・んです。

三稚昭和〃午の二とて“すね。

小田県 そラ、昭和1／年て“す。尺使館の武官がわれわれ

の部局に飛んで“さて、「いま．束末に尺変な事件が一匙：二って

いる」「何で．すφ＼∫それヅよくわφ＼らぬ。しかし、みんオよ

ヤら十tているらしい」 というような言書．て“じず（。

                        、、ノ そんブよニヒで、関東周に3年ほど在任レましk。写校

ポこての2σ歳代で’しT・。

 新米というところは．昔は長春ヒいフτ（のていすバ、満州

国がで’さてから、その着郁とな・て莉束という名前にな

りまし↑（。

三緒満州国の皇帝は痔儀。
小田豚そラ、痔儀ん。これは前の清の朝の宣統帝ぺま

ド幼・ン・にして帝位にフい六方ですれ。手狭のまま、宣稀

帝とレて位を難いでち・つで（。清朝から戊†・嫡禾であると．

いうこヒてい、満州国の皇帝に星はれてこん・て“すね。初めは

執政ということで’’レτ（。が、間もなく帝イたにフかれ仁ので’

すね。レクし、実質は、先ほど中レましにょうに、閃東

軍r令官がすべてを仁ηって沿・）、一切そ．め楕尊下にあ

ワτこ（て・すかう、皇帝て“あつなグら、と． ｳ・どさは軍司令

官官邸にいれば’行幸にグよるわけでマ。Iつまり、呼．びフげ

うれるわけですね．やは’）大変厳レい時イてて“して（ね。

 わ牝わ4・しは日年の典九機関にいτ（わけでてバ、満州国
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政房の方には日本の政府郡内ヵ・うどんどん優秀な入手方が

主色り込まれ一まレk。 星野’直オ割だとか、椎名づ克三郎τ～とか、

各省がら、競・て人を逸っにのでレτ（。いまでも覚之て

いはすが、序こん。
三ラ猪 岸イ言／トさんもそうで’しτ二ね。老い、有育巨な’百イ裳を

遮り込んにといえましょうね。
ノj・田辰  穴蔵省グ付といフても〃かフ↑（ですね。 そ札か

ら産業閃俵、通産省、農林省’一一…。

三潴その二ろは商工省ていすれ。

小田尻 私’は関東周に3年ば勿・リお・’はレてから、放め

て対商一事務局専務官という二とで’束宋勤務に後リ帝しまレ

†二。 これはイ可午ぐらいKなフていまし↑〈かレら。

三瀦曜剛年年に対満事務局、／7年に挿務事務官と．あり

ますね。’      ・・

小田尻 そうで“↑れ。そ勿灯商事務局という役所は、・先

ばと申しよし↑（ように、各省からその殆をそれぞれ代表

して、／人ブつ事務官が我てかフ江。雑裁は降車尺臣バ

表ねるkてまζで、束条菓磯で・あるとか、あるいは枚垣

征凹部であるとか、畑俊六尺掃とかといフτ（方々が隣軍

欠臣とナよフて同時k対満専務局地獄となると、二の対満

専務局には週に／回は登庁ごれまレて、全孝務官グ食堂

に集ま’）まレ’（、そ二で食・事・をともにしなグ5いろいろ

報告などを寸ろわけです。そのら・かげ’で、親しくこれら

の方’々にあ・ン会いて“さ印象を深めブ（二とて“す。束条さんな

んていうのは、六よかながささくな方て“、私の出殊釈台で
日年テ毒て’’浮岩至俄雷に遠一遇しでぺ語テよどしますと、大1コあ1ク

て笑しべ、「もうノ邑78いからシッとレているに限るよ」ブ’よど’

と軽口をτこr・いてお・ら札まレ†（。レかし、二体に気が小
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ぐい人て“、よく部下をしいる二とがありまレkれ．。神樟
質でれ。

三潴  そういう話はよく聞きまマれ、非常に気（小さい
人τ～フτ二というのは。

小田原 私が病州に行、て、閃束局にみりよレf（こうは、

束条さんは岡東軍にあ・られて、憲兵司令官というのをヤ

っていましす（。憲兵司令官と・写ると、私どもの方の閃来

局の警備部長を束ねるkて．よ之でし†（。後には閏東軍多
言葉；民を糸董て、 同1もなく戸主早次官に宋3色きね。まし㌣こ。

 真フ青に1よってよく㍗いなことに怒る人で、手1版を

こんなに積ん・で’お・る。ちょうどわ札われの挿フているよ

う才よ席ぜ裏手帳にびフしリ書さムんで’あり、書類ち持って

いさよすと、「侍て待て。といフて、手帳を志して突さ合

わレてみよして、「違フ．ている。ヒいう。（笑）そういう人

でし1・れ。欠さオ漱争セするにしては、ケし度胸バー…、

三稚 スケールが・トさい。

小田原 日露戦手の青、大ム満州軍司令官が戦柁で’「さ
ようはど二〃、て“大石包カミと島フているよう†～」といフて（とい

う話。（笑）

 之之と、対満専務局に、そうすると、17年ごうまでぢ

フて二ことにテよっていますか。

興・野 こ（とき、商工辛務官㌣企重、院孝務官と兼社して

いらフしゃいますけゼ、商工は何て“す〃＼。

ノj・因尿 手ムは対満等・務局の専務官でありナエがら、同時に

企画院事務官、二二にも籍を持っ仁わけです。そして、
そこで“イ町しkかと申しますと、車ぐ一争中1 ﾅすφ、ら、ゲク貢麦カ

員計画に参画し、特に満州関係（微鋼その他の貢材関俵
き、やらぐれτψけです。そうなると、物貢の欠さクバの
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を持っているのが商工省7よので、商工省．とも兼任する二

とになフτ（のでT。

三楯 ノチ度は、バ7ヰ11月ド内孫専矛秀官、内務省にイ多ら才τ

ろわけで’すね。

・」。田豚 実はその前に灯満専務局にち’’’ますとさに、オ石

箱省の方に移フてお・1はす。これは挿務省Kいτ・私の上

司て“あフに方か5、まあもらいグかがプて、私あまり行
ごす二くなか7ナ（げと、箱局佑務省へ二移っにんです。 二札

は当目寺のタトク包てあっ↑（朝．鮮、 台湾、4嘩木、 商茅委イ壬琉二治

区域のパラオなどを所宿していまレに。

三浦植凡地杭移で↑ね。
小田原 その方の行脈邑し一であ・つ仁んですバ、挿務・郁そ

～乏、1斗ドん榊が進展拡欠してさよしにので・．満州．

、中帥い・1しは南方税弟区域を広く合め1・機構をフ＜岬

要・があるというので解体をして一尺東亜省がで．さるニヒと

な’ド朝、鮮、台湾、挿尽は内務省に一局をつくフて彩る
こととなηま’ ｵτ・こ。 そのとさに欠東亜二省に行く〃＼ それ

とも内務省一へ回るかヒいうことになフて、私は本東亜窄

で’はなくて、内務省k回る二とにしまレτ（・

 二うして間もブよく呼和2σ与の敗戦の日を迎一之まレに。

三稚 内務等務官で4冬戦ですね。

小田原 そうで“す。

稼訂局以前 （づ  タ冬戦’メとチ里

小田原 いま進駐レマ（る、間もなく主合国軍の抵駐を

見る二とに戸8ると、さあ大変て“あるというので、い々・
くもまず各役所が妨めf・ことは書類バ先却ということで“
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レτ㍍重要書類をみ々ながん1バん付ち払して、毎日毎回

役所の裏庭二あkりで昔心レて焼い†（んです。 ま二と一に1）

ないニヒをしτ（ものです。でマグら、いざ占領軍が来て、

占領打玖を括わようとして、まず責粁を寄求し仁1あれ

を忠せ、これをあセ、二ういう賃料と払せというとさド、
何にもなかっτ（のです。（笑）

三戸宿  その中には膚己言す菅孝…ヤもあっにてしょうにね。

小田原票諭そのとぢ1）です。・まτ～、戦後定第しτ（、デ

ータによラて寿き処理する…習／蔓バない。碗亥†にタ寸して、

それヅそんグよにも欠専戸よものという意識が少ないのです

ね。何かゴちヤご’ちヤ書いてある。．τ～から「焼け・とい

わ札1・ジむ・しろ裏フ先に師賞粁から娩いllんではな
いですが。（笑）

 私はそめままレばらく内務省一にいて外地0）終戦産格に

紅っセお・1はし1ぴ、そのう引三内務省内に調査局と
 、   、いフ部局がでさ．τ（。

三精 内務省の一…・マ

小田尻内務省の。その意味は、終戦処理の／フなんで

市バ、特殊物1千ヒいフτ（か才よ、いわば隠匿物責の調査バ

始まフにルです・よ。・軍隊バー斉に解イ李さ札票艮は．全員復
員‘

撃ﾄ帰郷レ†（隊（（、それま一で軍バ貯蔵レていτく末だ、

砂糖だ、 しょ う油ビ、乾パンだと、わんぐある・わけです

桐。．それをほうラ了みさますと、各人が勝予に持ち土し

てヤミに回すということで、大変ビラ仁で．すねウ急遮全

国的に物件の所在と枚重を調査レ正常の配給ルニトに乗

せるという、とい・くその取’）締まりを括めに。いわば
浦伍的な終戦処理の／フて“すれ。

 内務省調査局とはそういう二とをヤる．部局τ～っ一fぐんて
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すが、 これはそう長く税く仁専て“はありまセんのて｝、一

段落しt（と二ろで・私は昭和21年に、改めて地方事務官と．

なって島根果葎済辛P・長に補’でれて赴任しましに。よtど㌧軟1’

後の尻乱期で、妻子とも迎之に来てくれ†（底猿の果職員

f（ちに守られて、戸㍉率の窓力、ら乗11近むという、騎．さて“レ

にバ、県庁の矛）る松シェに着いてみますと、穏やかな県民

の気風のうちに茅争都職員の忠、迎えを受け、新開記者のイ

／タビュ・一を受け、官舎わ声々とし、けに准梶専惰もが

川よく、弐」ｷは好感を持って県庁生れ1台めるこζバ

でさまレ仁’。                  ㌻

 私は禾養ラ斉膏ド長としてイ可を一番手がけτ〈ヵ＼ヒ中・しますと、

あそこは未産果ですから、率の供出の二とにな1）ま†。

米は、要・するに全都政府の管理制度の下にあり、農家村

生産しτ・朱は改．府バー定の個橋で’破例剛く賢い上げて、

一定の計画の下にンんを配給1すξわけですね。．しかし農

家は、政府1（’充r）渡すよつは木は自分で一先パ・方が、儲か

る。いわゆるヤミて“す。そ二て“高し一1ヤミ米が出日るとい

うとミでし7ノこカ・ら、 ナ8か！よかイ先出をしなし・∵株米をしな

い。そこで“供米の精励という二とが、葎清邦表の穴さな

イ士専な々です。ほとんど連日香町村を、終けずり）回？て、

地方孝務所やそれぞれの団イ苓K計画どち・！用供米を依筏

措励する。米はある割合の保有米を咲いて全部改府が貫

い上げる。自分です青フては7よらぬ、持フのはこれくらい

の範国内といっ↑こことで、イ英米中隼逸するわけで“すね。 そ

ういうことをして供米の督励をレて回るの外、一番穴ぐ
なイ土専でしす（ね。

三滑㍑こうの農林省の作物統計オルかヒも、接触が
おあ／1にな。す・んで“しょう。
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小田尻  そうで“す。丁こレか当時は「農林省穀物検査卒箱

所」というのが香県に置力・にていτ・んですね。

三箱 ・昨報、のま1ど荊です佃。

小日原 そう、「作物報告等務所ユに々る．前ですね、私バ

県にあ・りま↑こうグら、住報の方へ〆んt～ん切りかわ、

てさτ（ように思います。元来食樟管理は農林．省自律のイ士

専て“Tグ、同時に、・そのころは県バ委託を受けて、株米

を→青居カして図ってお・りまし丁（ね。 米を集荷してお・さめる

のは、まずもフて県庁τ～パ・ヒ思いま寸。私の邦下に農

務課・長というめヵ仏・るわけで寸バ、やはり木の傑虫橋励

と隼街の／士争に専心していましk。。．

 あるとざ、ヤはつ供米（雫励に私は禰佐官！人と倉効
率て・近隣の町有寸に出かけまレて、 とある踏切にさしかが

フτ（。こ二は「魔の踏台η。といわれていkどころで“、同

になってしかも倉が連フていて、前から来る列車バよく

兄之ない地形でいレτ（。私の’ ｦがちょうどア首切のレールの

上に乗っτ・（瞬間に動かなくなりまレト，前に迫ま行いの

です。そこへ真向こうか．ら復物列車の等バ茅）らわれτ・。

遣転予は動転し、何もいわすいに飛舳レていっτ・。私も

、いと前を見れば利率がそニベ来ている。瞬間的にドア
をあけて土手に車亥がリ落ちτこのです。同孝乃補’佐官も飛

び’尤しkヵぐ、茶ちる湧舜間に夏夏をテ象く才；rラて、 気糸色してい

ろぺ／て“す。之らい二とで’し．レこ。

 後年、私はひやかでれるんて・’すバ、美旅部（亮1書）く

ん・ヵぐ島ネ良県に尤張して、帰ラてさての喜多に、「／ト田原雇、

パ灯・の記念碑パ逆フてい1・よ・1 ﾆいうんです。ザ何列諦

ですか」「r小田原程済都天査難の地』と癖がでさていκ
（笑）・。そ時バ県内でば伝わフているんす～ね。
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 くて、／年で地方勅めが終わって、再び束宋に帰1は
しす（。

ミ糖 2年もよっとのようで’すけと“。刻与∠月からて“、

・3年3月ド尺駅大臣秘書官て∵一・、

小田原いや、その前バらよフとあるんて“す。商工創・
行っτ（んで“す。 それは、 こういう二とです。内務循は占

冷夏訴文策によって角率4李ぐれることにな’）、省としては最今乏

（人事異．重力をねうわけです。 そこで“この隊犬身I県に帰’）一

11い老は希望の県に配置しよう一レ索宋に戻るフやつ
ナよらば、その斡旋もしよう。すごブ～レ、い．内弟省は行い

のだから、他のどこかに行くことになると一いうのです。

1ざくは、 ぐににツ帝フでもしよう4ざ↑いし、 まτぞ老いのτ～

し、宋末K帰って適当ナよところに回してもらあ・ラ。尺イ李

やってさkことは紅紬関休1～から、亙産省（商工猶が
改名していまレτ1）あτこりか戸よということて・、．結局ひと

まず“関宋平信。越通産局の賠償課長というのをや．ったんてマよ。

三浦 賠償物責パー・。．

小田原 そう。これは一種の戦後処理ですが、なか汀か

めんどうなもので、→幾械とか施設とφ＼、そういういず柞
賠・債に元てソれるわのの整備律管乃イ主事て“す。

三楯  トレーぺ丁なんていうのグ米τ・ごろで“すね。

小田．厭 そうですね。 そうして私は束束に移って、まず

閃束’円の飛行禅ζ工場ヤ機ご械設備を現象して回1）ましに。

七つ工場などは皆痕れて」いて、ほとんど人員技見ません。

1二τごわでかめ保埼要貢が残フている†ごけて“し丁二。しヵ・し

筏械だけはピカピカに磨い仁1）、整備きゃフ↑・1）してい

る人／ですよ。マして9由を空ワて、これを眞害イ賞才を易口として

提供するわけですが、 どうも箱局は使いものにならなか
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っ†二ようで“†。角こうK／マっτ・ビーころが、機榊‡くτ・び

れているし。

三ラ循 ネ祭神父そのものは伺。

ノド田原  先方にはま†～干支仰汀七二！8いレね。．

三ラ猪  スフラッアみτ（いなものですね。

小田尻  そのうちK政局がいういろ変わ・セ、妻の父九

村徳六郎が穴蔵大臣■・就／壬レkので“す。2今午て“しτ・か佃。

三浦 年乗ではz3年3月です。そのとさは河内閣ですへ
小田原 あれは、初め芦ム内閣。片山内閣では、北村は
3堅輔r人臣でしτ（。 それは1ゴくには関イ禾ηい功で寸勿く、間

もなく内閣稔辞職があり、芦田内閣にプよフて、北村は、

を矢めて尺直之穴＝臣ということに戸よっ’↑（。恒昌ネロ23年．3月のこ

とで“す。そのとさに、角ノかは民間銀行の松で、伎所のこ

とはぐフぱりわヵ・らな．いハらその五を手伝ってくれとい

うことて“、私はにわかK穴蔵入1臣秘一書官に転じτ。ので’す。

奥野  それはどういういさでつで7か。

三ラ猪 九ネ寸イ恵末郎さんは、先生の岳父、一奥手羨のお・父さん

に当にφわけて“マ。

 それは／年ほどで“すね。
小田尻’／年には才811ません、秘書官は。突は李秘書官’

は、九村の、亀子で大学を1出て、後貢レ↑（ばグつの一也と

いうめカベお・るん亡す。問いよく七くな11まし†・けれども、

こωべ秘事官。これは特則職て“して、特に蚊（資停を

必要とレ78いのです。私（場合1ま穴蔵専務．官て“、兼ねて

秘書官事務双り牧いを命ぜられるという可多でし1てね一フ

グら、私は穴亜と穴蔵仙人1・ち’との間の鋤呑調整k当
τ（フーてい†こわけで’’す。

 圭τ（よく問題を起こレτ二んで“寸よ、’尤村という人は。
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大体グかんしヤく椅引～レ……。τこと之ば、後国倉に犬

られ一t（巽、全泰美ヒいう方が当時のだ軟省の文書課長で、

財政方針演説の草稿を作成する役目がある。各局課か5
演説に盛り込む・べ’さ材料を集めてそれを文書言果長が綱集

して、「財政方李†演説がで’さよレτ（カ、らユ といつて大臣の

手元に持参レT（わけで↑。 そつじ仁ら、 その原稿にどん

どん筆き入れ姶めkので“マれ。黒金さんぼくめところへ

来てぼヤさまして、「．あのね、歴代め大蔵穴匿は亭んな文

書言果長の書い寸（のを大体その貞まち’読みく丁ぞぐるんです

がな」。（笑）         ・        ぐ

三楯’心酉乙レ〈78ってさτ（ん・でマね。

・ト田原  「あの人は、色分の劣艮伺でわ万尋矛）あいうし3・う

にゃってさ†κのです〃、5。†ごヵ一ラ、するようにしてあ・ぐ

ナよ†い」．というほかは戸8カ、っIτ（一実1ぱナし牛寸はキ1）スト孝之

イ言者なんですね。ですいら、財政潰託にも聖書の文句な

ども入れて楓自の茸稿をフぐつ↑（のでしょう。

三稚 挿㌧調高い一…一。

小田原 「低める者に偲めを、飢い・る者に俵を与えよ

…一 iといっす（調チでヤるわワて“可惚。小坂善爪郎さん

生ビが質問演該己で、「クり又チャ／であられる穴蔵尺臣、

いかがですか」ナよどとひやかぐれセいましす（ね。

三猪 兆村徳尺郎さんは、根っからの政党人て’いらっし
やるんです勿＼。

ノj・田原 いや、穴件政治家げヤ戸8いんで’すよ、あの人は。

七どもと九ソ州で舎艮行を寿至嵩していて、 そういう立ウ号ヵ＼ら

異才界人グ改治に携わるべさていはないヒいう主義で、突隊

にわ改冶嫌いでし1（。

 ところグ、その上地から代議士に於ている人グパーゾ
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にナよっに。辛）れわ八㌧ソ、これもパージ’。

三循 あのこうはね、

小田隊 それで’、†むオよく椎これで出k。やってポ・ら、

お・もしろいんて“しょ市。（笑）llド、句伽充でヤります

けどね。 そういうことで、 みでから民主党から自民党に

も入りよしτ（けれども、初めは、賀川豊彦さんと朴常に

親レヵ・っ†（。賀川さんカーらリし村君、政清家になるんな

らネ士会党に入れよ」といわれてあ・つ仁I。思禍的には、む

しろ社’会党に近いくらい。しかし、やつは’）本領は保守

†ごという二とで保守兜に八フ†・くらいで’すから。自由党

の中でも最左翼、／参正賓本主義ピいう朴唱之ていよし

τ・ねθソ並には都合／o回ぐらい訪問レていまし1・ね。

三楯  そうで“し仁ね。

ノド田県 当』手の中因の周恩来、ソ並ではミコヤン、フル

シチョフなどとは非常に親し〃・フτ二し、箱構話も通じ1†（

ようでて。わる年など、羽田まで帰国を迎L之に行ってみ
ますと、オ£ヵ・なか出て二！8いんて“す。乗客が皆忠てしま

フてから、ようやく荷物が出てくるピころか5、私服に
耳疋1）巻グれてムてさまレτ二。譲二神†ご生じているのラ、毛董立邑ぐ

れているのかわカ・州いくらいて・・しτ・。（笑）

 そんな二んなて“ノ年足らすいき。過ごレ3レ丁くが、ぞろぞ

ろ実際菜稀に復帰レτ（1ぺとぼくの方から兆村に乞うて、

改めて盈産省は石炭庁の課長に復1帰し†（ので’し†（。曜細

23年8月の二とに枢’）ます。

三楯  そこから、いよいよ一通産有雑賃統計課長として秘

計とのタ象が推まるわけですね。一

奥野  そうレますと、役人Kお1帰1リ（々っす（ハは、稿局

通産宅……。

            14

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



三潴 肩書きとしては雑貨統計課長で’、初．めて娩訂にか
φ・4っリ バで’さ るんて“■ダね。

・ト田原  そうですね。

 それで、石炭庁に行っていkころがあるんでマれ。
輿貯 そうですグ。

小田原  ぼくは、けさになって文庫をかさ回してわ1）ま

レτ（ら、 官透三にフいてグらの辞／トがまとまつて忠てさ弐

してね。青の辞令とは二ういラもの1こつ1・のですよ。

三瀦 拝見し丁くいですね。いまは、岸っぺらな紙！枚。

小田原 そうで“しょう。

奥野’ タイフ。で宇Jっ てね。

小田原 ニプ・うこヒをすべさじヤないけれども・ご参
考ドよるならどうそ“。

三カ者 ゼごひ辛芦タ己しr（い。

 ごて、正木千冬・㌦とハ・っこ合いは、迎産宥雑賀税

言す課長ハとさて“すか。

小田原、 すれ速いだフ†・と，思います。正本さんは一時、

調査祝言†局長をしてち・られて、そ牝が5航討委員会がで

さて、糸充計委員会の・套艮にプよら打しましにね。

壊貯常任委員て“す。常任委員刊度がで“さkんで“す。美

濃部さんと一箱て“寸。

小田原一そうですね。その荊に航訂局にお・られすこんです
ね。

二沸そうです。・次表きちょっと。
奥野 それから商工省の調査流言す局長に〆よら札す二。

ノ」・田原  その後に私がすれ吏いに調耗に入り、2ヵ月後

ケ度は総務課長として統計局に入りまレ仁。調施のとご

は豊島障という人グ調査税訂邦表でし丁（。
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三浦 豊一島旗、それが正木’｛んの後で、その二う入られ

kわけでしよう。
奥野商工省が雅省に・よっ†・とさ、正本～ヤめ†・ん

ですよ。調査就訂局がなくなって、調査競計部k格下げ
になっだから。それで、都・長が豊島さんに．グよフ仁。

孝志1理府糸売言す局 に矛多る

三ポそれでいよいよ小田尻Ψの緋す局時代に・よるわ
けて“丁。

奥野．雑貨統計のとさは、弓斉列伺句ふ・やりにならブよかラ

す（一一一一？

三稚 統計にフいて、何かジ言乙億は一・”。

ノド田原、 24与のダ月でしょう。 2ヵ月て“すよ。、

輿茅予 ドから、ヰ奏別のことはなカ、つに’んで“すね。

小田原 その年の夕月調硫に行フて、ク月・にはネ允訂局k

秒っよし仁のですグラ。課貢の1人介ら森田先生の「ハ
締。を贈られ、いよいよ勉殖でも焔めようという矢先の

弗訂局行二でレ丁・。

 盈一産省はわゴヵ＼2月ですから、何もわけがわからで、

豊島亡んは同～が朝鮮絡橋肩以来の知己ていわあり、よく、

雑貨椀訂だヵ・ら、何グ雑賀あを見て歩こう。まず噴生堂

茎児に．行ニラかということに1よ。て、貢生堂のど二1～っ

†（カ・の工場に2人て“土かけていさましに。何ヅ、これが

責生堂の化粧品か。山のように粘上州でいプよものを積〃

上け“て、手でこんなに二ねてい仁。（笑）何φぐ何1～かれか

らぬけど、され一いナよ’ ?浮ﾈんψ、しているけど、あんηも
｛は、宋隊工場に打って見て’ジらんナよ・てい、何一φ・わケ
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がわか．ら7よい、粘土を重ねたようなものボ。そして2人

で「やれやへ、これがああなるのカ・ユといって帰ってさ

t二二とがありま万よ。（笑）そニベ税訂局へ移る諸グあっ

いのブづから、豊島くん怒フいって、呪談げヤない、
ぼくは反対τ～。といさり一 ｧフていτ・。

三沸航訂局仁宇多られる話は、どこから〃＼引フ張る人が
一’’‘‘‘

小田尻私は、自分勿意思で勤務個所を動い1・ことがな
いんて“すけれども、 これ一もよさ！・こそれで、寝耳に水でし

t（。というハは、像てい森田先生K伺フτ（んていすゲ、甘く

はよく知らないけにども、とにかく森田先生から通産省
に、命塵は雑務課表を通産から七うい受けで（い、とま表）

こういう要請をぐれす（ようで“すね。それてい、それまで“グ）．

私の柳壬肴に者kろ総務課約く竹内票次郎という殊速省
の人て“して……。

奥野 山中さんの次の人です。

ノ」・暢尿 山中さんの次れ口盈輸省ヵ・鉄道一塘の畑て“しょう。

奥野  そうで’す。

小田辰 こ（人がやめるというこヒて“  どうしてヤめ

6のかわから々かっτ（けれども、やっばつ統計ボから．、

盈産あτ（1）から採るうというよう才よ二とて“しょうね。し

か七・一升支行政的々人が’よい。それかう、これはがη！1人

さな役月行～ヵ・ら、年配の人㍗よいといかぬというような

こ と二刀くあ7kん けやナ8いて“し よ う〃、。

 当時ハ通産次官をして主・ら～・バグ、ム本高灯という

方て“、牧に畠土製飲の副ネギ長K・ポ1、早く亡くなられ↑・

んですが，あの人に呼ばれまして、航言す局かラこういう

要請があるから、いろいろ孝之kが、あ歓kが一番年配
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的にいい  能カ白勺にじ’やなくて、年配的にいいという

ニヒて’’、（笑）向二うに行ってくれませい・、まあ2年も

考プってもシ之■ゴという話k’フτ（人ノて’’す。 そ〆しφぐイ可と、 ケ曼

人としての生涯茎耗計局て“柊之ろ二とドなっτ（。（実）

国承行政租職法施行

奥野  2今年の6月1日に、例の占冷真下め行政の停制を攻

めようというので、いろいろ組織’改正、法律’改正グあ‘）

ましτ・二ね。 そオtで国家イ寸ア父系目峨’ラ麦というの句く孝生しくでさ

て、それ〃・ら、行双．季豪余なんかもかなつ改組ピれτ〈

りしよして、序失言†季1員会毛g又采吐し（プ8フて、各名一の糸走書†昔ド

局も、局ク・ら部に惨下げ、わとへ戻フて、そういう政隼

が’あ1はレす（。その直後に、糸急務課制（お・プよりにな・↑（

わけて“すれ。

小田辰 そういうことに7ス1）ましょうね。航言す局赴任が

2今年（夏ですから。

奥野改茸が6月ですから、
小田尻 国家々双細餓痕が施行されで、一定勿規格と基
準の下に行政租餓が整理整とん・され仁時期です伺。

奥野 紬務課長というホストは、こういう組餓の改正と

カ・何〃・には、非削・密接な剛禾のあるポストて“↑グ。二

の改竿をどういう、3・うに一ゴづ人ノに六スつτ（か。

ノド田原。 者イ差し仁θ寺瑚がいまち・っレやっk．、国家行政孝且

職’法を中軸として各省の諌置承が稲々制定され・各省に

わτ二る機構改革が一枝苓して、ややはフとレて（二ろドっ

†二ヵ・セしれよセんれ。そのときは私は打～就訂局の二と

も、二とに税訂香貢倉や他省の枇計部局の魚す育ちよくわ
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乃＼ら戸8いころτづフτ（ので｝し・よ う。

 ぞ二でちょフと復習勿ようなことに六よるけれども、航

訂季貢会はネ刀あ、21年の12月て“しkか、官制で虫†二んで

すね。その航訂委員会が一着先にゃっ1（仁卒が、’椀訂弦
め第1J貞己て“レ↑（ね。

奥野22午のよ月です。

小田尻 そのとさに、硫訂季夏倉の規定は枇訂彦に入っ
ていブ（わけですが。

真野レ＾く官制で残・てい1・と思います。それマ・ら

しばらくして、啄正てい人7f（。このとぐ、統計李員参の

季貢のメ／ノざ一についての瑚・足が少しI変hつまして・各

省代表き入れるという（バはっごり’生、てさ†〈と思うんで’

す。学識経駅名と、小グら、杭打行豚について葎駁が
ある者、零するk脊有べ表を平叙火下τ～げと入れるとい

う規尼が人フ†（。

小田尻 それガ、行政稗鍛法がでごf（後、フま’12今年の

ことで“ ｪれ。

奥野そうで“す。そのとご、常任香蔓を2人置く例庭バ
でさτ（．。これは、セれまで“k穴論争があ’）ましてれ。

ノド田尻 そうで“し仁か。それは、ぼくが。統計局に来る直

前τ～つにハて“しょう。

奥野 そうで’す。

三戸締 相当な変革ボ七（ね。

小田尻それまでは緋す委員会委員とい芝ば学識系歪駅名

はヵ・1〕†～っ仁ので“てね。統計部局からは川島内閣娩計局

長とか日銀の篠原局長ぐらいで’、あとげ大内先生以下の
学者ヅす“らつブ～フ仁勿でしょう。何八雲の上の感い～・

にわけて“すね。（笑）
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奥野 ジ就任に〆よるちょっと前ですから。
・ト田尻一直前ぐらいでしょづね。

奥野 結局、行政租徹彦が出τ・時期に、競．訂委員会の現

足は放訂’湊の中に入っらやラt（んで・すれ。

三潴 税訂彦の第と条がいま「I削除」と’ゆフているから、

その迫の事情、がよくわ．かる。・

奥野このすく“後に、例のンヤウ・ブの勧告が去ているん

て“すパ月・1町これは航訂組織仰方稗創・関係パ）
ま丁力＼ら、枕言す委員余の方に二汐く素タ饗あります1フ’れども、

彩も討局は穴又ポ／†’です4＼ら。

／ト田尻～しゃるとあリ1ですポシャウプ管力雀といラ
のは、1地方k対する国勿補助金の種類を厳しく整理縮減
して、共管な埣方財産欠の不足領は地方員才改平衡r交付全で’

賄之という列て“すね。．量目ゴとに特定は・しないで“、定イ寸

全に算入レであるという．お・墨つさ、つまりZ〈もτぞけフけ

てお・いて、 レ勿＼う実：陽くはそ勿ぴ七がちっ’とも生カ＼ごれぬ、

つま1）予算が回フて二ない一というのバ、一ぼくらが地方に

出、ましても開カ＼これ1」る苦情て“レkね。毛っとりあれは県

の方の硫訂寿任確㌣亘責は従前どお・りタ亨っ†（んで、したね、

全額国庫貢租の予算K打上されて。市町村分τ～げ平衡麦

イ寸全に組み入れられτ（のでマ。

奥野一 ｻうです，。県は残っ安しに，

・ト田原丁づから市町村グブーフ㌧言い出し丁“も無理は．
ありません。ヤれ以前は、、国庫貢狽て・かとしく県と希町村

ド師けてお・・f・んIl“わ・らねパれが外卜交付
金の中に八フてお・るというから抑衡レてみても、一向に

予算は日フて二ないと一いうニヒて“しkれ。それがンヤウ

     、フOの在カ告の更態て“じず（ね。
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奥野この虹はいいう税制改革にも絡んで、統計局総
務課禾のと二ろへ、県から突ご」二げとか何φ・いうんな絃

グあパ（り、各省との関係て“あっτ・1，しkので山よいか

と思って一一一一、

ノド田原  それはでい、3ミんあリましτ（ね。 わう、 共ず聞か

され†（ですね。 どうしようもないので、われわれはよく

矢口らぬ。これは行尿管理庁め方て“やフてお・られるハτ～か

らけら八方へと一一…。（笑）

商船官定詞昧列二と

小田尻 そうい芝ば粕務課表のとさ、商船官吏試’疎とい

うのをぼくは受けさせられτ（な。

奥野 これをちよっピ1…。・

！ト田原 あれは一種の／ぐ一ゾの意図があフτ二んですね。

占領軍は穴件にあ・いて、日本勿官吏という七のに対して

非常K不信の念カベ弦ヵ、？†（。 うそばっかリい7てお’る。

日本の役人というめは、自分では1あよ．り物を矢口㌧松く一せ

に、っレ・っまば力・リ合わせてお・る。何ヵ＼開いて七、火ブ

t～れヵ・連れてこないと答弁わて“さない。寄門家Kなつ抑

フて．いけい、 とい。↑（ようは見方をされてい†（んで“すね。

1学者、先生といっ仁方々は信用があ。ブ・。t～から学者が

〃く登用これ一τ・々けで、文邦人荏とか石炭庁長官4とが

記憶Kありますれ。杭打乃場合は、む1しろ学者先生方の

方から卿さかけて出てこられ↑（ピ見てよいでしょうけれ
ど。

 一般舳（目茶の役人という川ズ、いっそ（二と、終戦
と同∂寺に、左馬主と同段守にノぐ一ゾを一してしまワて、一事斤kに
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入れか之ろというのバいいのて“は！よいかといっ†・．思想が

あフτ二ように私は感いています。 しかし、もうそれ’ねり

にいろいろと効さ出い・ものだから、何とかして整理を

せればオ8るまい・一一というのが南秘官吏試験として虫現

しkんで“はない〃＼と思いよす。

 これは、宮ピ稼にとっては非帥ショック・さあ／、

屈房感を覚之ぐせられハ仁ね。つまり、あのとさは二

うて“しょう。それぞれのポソジョン、何々局表、何々課

長、これを一雄ヵ・亨募集し†（わけでTね。邑車に・高級

官吏、も望の者は人事弗へ」 といフτ（ポスターが、バら下バ

フていましτ（よ。何々局長、イ町々デ果雫にオよ’1ブ（い人は申

し主ムみ7よさし・という広告がつら才tていkので’’しt（。 しφ・

レ実際問題としては、ああいうことをしてみても、はと

んと中しムむ人はなカ・っτこ〆ううと、思いよすけれども、

そういう、！、うにして一被と肩を並べ’て試厭を受けさセτ。

ので’T。

朝牢く弁当をフ＜以て、船打削・て、子供に5K
見逸らにて試験刷・向かいまレkよ，
 マノレチョイ式ヒいうのも初あての樟馬灸てレ†（れ。ビう

いハのかよ一くわからないんす～けれども、答家用紙は簡

単ゾグ、問題集バ膳多久々冊手マ・、タフの中かタ正一解と、思

わ牝う牧字ノ個を遺別するわけですね。

三楯 マルチチョイス式ね。

小田尻イヨイスヒいう二とがよくわがらηがフ†・んで“

すよ・ハ札／フずつ・こ一うで㈹いわあでやプよいヒ

孝之てやフていくヒ、時間的には間に合いハにない。
むしう樽じで、「一こ仙～。とベアとやる。いまのライ芙にう

は早いと思うんて“す。パン・ぐツといかぬと間に合わぬ。
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昔の試練み†（しリニ。孝之てお・っすこんで㌧ま時間が足りませ

んよ。

奥野 そんなに虫でいにんで’刊・。

小田原 問題集がこういう冊子にブよっている。勝家用紙
は／杉こですよ。 これはて’レを孝け1ざいいんプがら。問是茎

ザこん伽（厚い。t二しっ・時間は無制限τ～っτ（んでしょう。

後に文邦次官になられす（ある方は、朝早く’から電気バフ

くまで“1人て’がんばってお’られず（とφ＼中には、．人をバ

カにしてち・るといフて、途中で出てこられt・とかいう人

もいまし仁。   ・        ぐ
 そういう．ごとで“、私も、稚務課長を†～れ二かが4且二てお・

るヒいうことになれば、（笑）受けざるを得ぬということ

で受けまして、幸い、一般行政職というので、これはよ
あてのまま血してわらっ仁んで・マね。その次に、専門職

として統計職を宥さん統計局の幹部の人は受け！よきヤな

                        、らぬ。・禾久毛采も冒すにヤっヵ＼いにオよフているのf～φ＼ラビいフ

ので’’ A羊げヤいうまで、一緒に受けることにしましに。

 これはいっていいかどうか矢口らぬ1クれども、交は森田
先生φぐ糸先言す局長て’’あら打しるので一再芝行政は愛1ブなさヤ六よ

う松、ヒいうのて“受けて帰ら札で、2人て“全解答を突さ

合わせまして、正解と思われる番号の度教1分布をフくフ
でみず（わけrす。そうする・ヒ、ともかく正解の集中する

榊ぐほぼ出てくるのですね。「これだ・ヒいうわけ†～。ぴ

いこれズは（も税訂職を受けてみようということに7よ

って、（笑）森田先生の「糺諭。K急速桃軟を開始しよレ
t（。 →フー一ツと参充／ゾて“、 →つかるヒこうf～け【まナ星めてし、って、

わダウねと二ろμ飛ばしていくヒいうことてい、「汎論・の

各へ一ソは赤倉声等て“真っ朱に々る馬憂ぎで’しk。 そうして
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試験K臨んでみますと、、ヤっぱり、わヵ・L 驍烽ﾌもお1ほ

すけれども、 尺干はわグ5㌃い。わかラぬものは度数方

式にしようとやって一・一。（笑）

三浦 皮紋の多いとこうでい二う。

小田原そうすると、不臓や、その｛、．何柵1か
は冶、フてし、るxノて’’Tね。

三潴 破率て“すね。

奥野 こあ時期に、いまでも歴史的τ～といわ札る、戦敗

ネ刀めての工S工に、森田先生、欠内先生、美濃却先生が

飛行稀に乗って又イ又のベル）／へ行さよレでくれ。

・ト固辰 あれはいフて“し†（（．。

奥野24年のヲザズんです・ですから、総務課・艮kち・な

りにプよってTくで7よ。
小田原そ．うそう、ばくは先生の奥様と羽田まで見逸1）

に行きまし1・な．そして帰フてみ之て、←かで帰国報告

いれましτ・ね。穴内光生が徳枯的な報告をされて、こ

ニヅ与先は美濃音P雇、 二二からは森田君と一ノマ千百図して

お・られましτ（れ。森田先生は、ひとしさツ丁重に」話され

て、・いあつません、先生二のくらいで’いいですか・と」

大内さ！ノに聞くと、 先生は「いヤー、 ま〆ま〆」 ヒい7て、

（笑）．お・許レク」合ない。森田先生は構わブにやめてしよ

っ†こ二とがあるんて“すね。東下衆はあ勿時期のな3人の旅

は六度†～っ1・と思います。

三稚 森田先生のr枕許遍歴」なんかにゴざいよすね。

小曲尿 血てますヵ＼。とにかく3人ともヵ＼なりくにびれ

らゲ・ようで“マれ。

三循  まτ～ジェット≒跨もσい1し。
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小田尻 ぢ話しの「競訂遍．歴・ははんとにふ・もしろい。

三稚 森田さんならて“はの。

・ト田辰 李当k1児之るように‘書いてお・られよすれ。昔の

貢押などかな’ノ皮■明Kとってお・られるん。τすね。

25年国勢調査

奥野森田先生オ8んグがべ↓レンヘ行が仙（後、前後して、

・5年の国勢珂査（予算の問題が忽こ1ているはで1峠で
すけれども 、 それは筏・雪秀青果長の当然の職責て“、 25年㍉因

調ヒいう力は尺さ〆エ国語でレ丁（から。

小田原 25年の国調rすか。
奥野 †ゴと思いますが。タ0年セン・プ・スて“しょう。

三浦  そう、初年セ／サスてNす。

奥野 何グご記憶はありませんか。
・卜田原 予算0）4隻得は、ぼくは頼は思い分しません。けれ

ども、何偽といっていτ～でしょうφ・。箱乗的には31億、

4oイ意．1（なりまじkからね。急kはとねしまセんけボしどわ。

 それに関速して、集ξ†辱員の閃一是良があ・f（んです。当

時は、固調隼訂のし㌧フ時に！川ますと、製表要艮は3m
人ε趨乙まレに。そして、そのうちの約／〆00人は、いわ

中る臨時集計亘。ですから、大規穣の国勢調査の年グら

2～3年の間は、ピークに7よるわけて“すね。そしてそれ
ちr～ルτ～ん減らしていって、2ρ00人、〃00人台に減らし

ましτ・。減らすというのは、、大変な総務詳長めイ士卒て“し

τ二ね。

三稚 組合が砥φ・っ†二からね、純理府は。隼訂雇員とい

っ†（んで“しょうグ。
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小田原 どうわてのころは臨時壕計貢といフτ二かと思い

ます。二の集計負の問短は国勢調査老中る部局の宿命と

い・てよいて“しょう。何といフてカ、国勢調査ほどの事

務量を符フτ（調査はないんビから、条言す員数もヒ。一ク時

と朴A時ヒて“は太さく変効せざるを得な1・ア予算わヒ0

一ク時Kは停刊穴引（な1）ますバ、予算をとると同時K、

一番頭の痛かっr二のは、その二とよりも、人間（問題。
J・やして く う ヒ さはし・し・1クれども、 ラ麻シす場冶＼には大二ζ

戸よ トラフ’1レを伴います。

 紋訂局て“は、ナ手職長グ穴怜8割て“す，し力・も丈僻は、

老い高夜鉗・ば’かつて“すれ。平均ヰ飲～0歳前後て“すよ。

その中1・は、レ1・がフて、いまも盛んにやフていますグ、

成人の日に杭打局内の「成木式」ヒいうのをその二ろ妬
‘わrく二。 ある舛、 多・勿＼2ワ～2享年 て“しτ（勿、ナよ、 636 ぺ亡ど’フτ（

カ＼ちょっと数字は二忘に†（んで“すが・その年に成人にな

る老ガ全邦すの子て“しτ（。てれゲ翌年になつますと、も．

う百ノ＼†何人州（オよっに。そのことは、臨時集計貢ヅそ

れτ～け．滅ノクしている二とを意味しています。・

 練訂局の悩みは、当時は、国勢調査を符っτ二幻にコン

スタントグよ職員篠戎に年1）得ない。国調の集計バ済むと

冷度は／。貫を順次斌㌻していかねばオ川ぬ。そして数手
τこフとまτ（、冬にバーツとし1・㌣てねば六よらぬ。この人員構

血は何ヒかせねばいグぬというのが、私の筏務課長、調

査部長、局長の各時代を適ビての悩朴でしT（ね。それが

いまはほとんど解消され享レ帥。機械化グ炎ん1～二と
と、大1頬L様調査や委託集計ナ8とが酉乙置されて、 〕ン父タ

ントに、ある程度ならしに入貢構成をする二とヅて“さる

ようにオ7っτ（こと1（よるものて“しょう。
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三潴 25手国訓勿／0月のとさは、すて“に葎清部長をやフ

ていらフし†るんてい↑伺。2∫年8月から。

小田原 そうで“すね。

三浦  くうすると、程清師長の前イ王者は才禾欣喜さんで’
ずつ・。

・卜田原  そうで’す。

三雅そのこう、鮫島耗帥んなんづ一は、どういうとこう
に一一一一 ？

小田辰 鮫島さんは争分、葎清郎の第二課禾あτ〈’ドくつ

†ニカ・と思い」ます。

三務 末永さんは束九天に行かれ一仁んでしτ（ね。

小田原 そう。

三浦  それで“さフと、・ト田尻ごんにノく←／タッチされτ〈

んで一すれ二       ’

小田尻 いや、ノぐトノタッチとい’フて毛、ぼくは駅務課

表としては、とにかく徒書†刷・未τ（けれどわ、枕許序門

家というわけでもなし、いすソ・し通産にでも戻されるんだ

ろうし、末永さんの後の程清邦景というあ・話はどうかな

あと首がしゼブましτ・こカぐ、森田先生レこ7家く省力められまして、

末吉局お・受けすること1（六よっ仁んで“す。

三ラ循 末永さん‘グ）ゴ言乙億は一、一…？

小田尿無、諭よ＜存じていよ寸。

三楯 九州で亡くなられましkけれども、何φ・膏乙億をあ・
キ青ら で’す〃＼。

1卜田辰 ネ永さんは非常にささぐ任方で、ああいう彩文密

な学問をレていらフしゃるん1～けれども、らいら＜て“、

老い速中と盛んk潤をああ・って気勢を上げてあ・らにる。

ぼいとさあ・りはご1主恵を中しτ・ことガある。役所～・
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けてグら、ご自／かの評屋ヘアルコー」！レなど符一ら込んでご当

時の老い明石君戸8とと’ hう星中と楽しま㍑。
奥野そうτ～、何か飲み底やフτ・じ’てないで“すか。永山

さんと一緒に倣わ〆ことあノはす⑭

・ト1召尿  永↓・さ／）、ちょっと病気しに人！ですよ。あれは

いっごろτ～っτ（かね。そこで“同君にも「大体ね、夕時通

さいてから経済郡長空列あr・つをうろうろ．しているのはだ

れ†ごJといフ’†（ら、「それは人迷いでしょう」」（笑）ヒや’）

返されt〈ことグあつよす。末永ごんは本当kl）7ばオよ方
1ごフ．

ﾑ二ですね。丁，9．ミルー ﾌゴ専門r、岩波亥序の駐

済学原7乳グ訳牟基次々といkださよしkれ’。

三地学説たの専門で↑桐。

／ト四民 そうで“し†（ね。

 ちょっヒ、ここで前に返ξ．けれビも、2ξ年国勢調査で’

の思い血の！・フK、国勢調査の宣イ公用に映画をフくフτ（

話グあります。

三浦 PRの映画．
ノド田原  そう、ネ万めてそうし・う毛のをっくっτ〈σあまり

よくはでさてないのて“、市中外映画館に回しf〈んですヴ

れども、ほとんど上目史してくれなかフτ〈よラて“す、その

中に三笠富・が登場され6場面があるんです。実は1ダくバ
詞章員一になフて宮様に質問丁るわけです。それで’・三笠

官のみもに伺フて1一…㌦

三楯  それは映画の上て“ですφ・。

小田尿無論、そうで“す。

 孝前に官邸に伺フて、撮影牧師カ・一らいうドろ打ち合わ

せが・あフて、それから害禄が虫でこソれまし仁。「きょう

は／0月！日のフもりでぴとフみ’伺、ピい仁します。ようし
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くな願いいτ（’ ｵます・ とまで中レ上げて、「どうでどうゼ

何てもゴ犯房隻下はいらっしゃいますが∫2階にいます。

「子供ざ川よ何人て∵いっばいいるよ。という問答で終
わり ま しに。（笑）私・のようば役者が太で（のガまず’いのと、

年頭乙の技師グお・かしいくソいしでらは二ばつτ〈のが、ど

うもあよつよくなかパ・でTね。
三潴 そ（とさ国勢調査と’ヤっていτ（課は、程清部て“す
カ・。

小田原 いや、人口部。友安くんの方て’す。

三浦 人1コ部長のね。

小田尻 人口課表です。仏滴’てんφべ課・長でいやっす（時期も

あるんですね。

奥野 人ロー課長、松浦さん。

小田原 松浦’案さんは、九州平戸の綴撮て“すから。

三浦 松方伯爵て“す桐。

・1・田原・舛に！度．か2度平戸に帰られ6ヒ、ぼくなどこ

こでは気ヤすくお・つさ合いで一ご↑（ん1ごけれども、匂こう

では六変で’し↑（。青（家名職み丁・こいな人下二らカくすっと速

1中よて“お・出迎之に払ていさよレて、 しボしずとぢサ帝∫）に

戸よる。「家には頻繁にお・帰！リ（グ8る＾Jと聞くと、「いや、

一遍帰ると、あの綱子τぞカーらだ変て’す。肩は二るし、イ町

かと物入りτ～し一一一」という話ていしτ（ね。

了メ・リガ出張

奥野 却長時代の方に移ります。葎済部禾め時イでと、引

さ税さ調査部長の時イでがございますね。ですから、これ

をひっくるめて、哀い間子メり〃へ何ラていらしk78目
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間勿旅行のい㍗フと、何をお・㌣リになっにハ。いまで’

はこんな表期の出張矛）リ狩ませんので’。

小田尻大作、あり狩るはず’がなかフ仁んで’マよ。（笑）

といいますのは、了メリカ出張となれば、まヅ白HQの
あるヒきて“すから、その向きの許可を得なければ’！よらね。

杭打局かシしカ・るべご者を庖蔑k土しτ（いと析獅の箱乗、

φHQの方がひとまず通っ1・のです。ゼで’、局長か9
チ目談がありまして、だソ／しφ＼と、恐う1すれどつ  いってい

いかどづか矢口らぬグ、突は当時研究課’艮のム田善二郎彦、

このあピけ一遮．ムそうかという二とビワたんです。τ・
でご、 内示カくあ っτ二名芝p皆て“は、 し1さなつ山田君の阜育行を公

すのは、、らよっとはばかられτ〈わけて“す。部内寿千奪で’ね厚

いわける1リ夏序とグ、いろいろあ1）ますヵ・らね。それで“と

りあ之ブ、小田原さん、あな仁η名前で中し込んであ・ご

ましょう、 こうし・うことτ～っT（んです。和・も気率をkいい

で’しょうと答之k。

 そりして、 そのうち【（六」〃テ映寺日ヵぐτ二っていよいよ手序宅

の段階に・エってヅっと山田帥名前を出しkわけ㍍
そうすると今HQが「これば何だ’・ヒいうわけです。こ

れには「ノド田尻⊥となっている。ノド田尻以外は諦め往い

という二と1（六よnまして、 二木しμ之らし・ことになフτ（。

（従）とんで’もない話で、了メリカヘ行くの、徒訂の勉

蕨を．万るグなんて気ばこフちにはまる㍗5いん1～グ㌧
レかし、白HQの／φセはオーレマイディだ、泡を食いま

して、さあ諺学t～、二会話稗習だ、ということになりまし

k。

 それで、鮫島龍行氏k’・フ、仁かな、夫ロブている外人がお・

るヵ・らヒ、、黒人でし仁グ、進駐軍勤務勿ある了メリカ人
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を一紹介してくれましkし、森田先生はまτ〈、色分も重イ生

カベみる と思われτ（4、、 二うし・うオ・テ1レバー番をし・カ・ら欠

丈夫ビとカ＼方7エアソアでの食事のイ土方τ～ヒ〃＼（笑）

いうん戸よ二とをご敢禾’いτ二だ’ごまレて、ようやく虫がけ

ていフτ・んで“Tグ、あれは何週間ぐらいパ8りましにか

な、天イ李、釈二いて3ヵ月ぐらいビっにかな。

秦野 ワ8日間ですよ。

・ト田尻 尺一千勿日往を7シントンP．C．で．坦ジしまし

ぴ、看い．てしれ（で急にのん州して、ゆ1く！1ダエ
りの勉殖ポでさましkね。まず大税領府の就訂碁率都で’

ライ又博’士のご宿導を受け、美濃部光生州・りと〃介同

レ’部屋・同い作をもらって／・日はどを迎ゴしましk。

 それが5、セ／サス・ビューローに回ってデトリック
博士（ライス調査目のメンバー）にち・食いして、食堂な

どへわ家内していにrどき午餐きともにしましk。打っか

らイ／ドのマノ＼ラノビス博士などにもち・会いしごあいさ

っをいτ（しまし†（．基干部て“はIらよづどライスさんは、

2度目の日本への糸充計調査団・長として見之・て、帰られτ〈

ばゲ1。そしてちょうど、あ1・がも第2次勧告書、報告
書をまとめてお一られる最中て“、 こんば長いタイフ。乃J’，の

報告書家に真フ、邑Kなるくらいに等を入れてあ・られ、「ミ

スターリト田尻、ごラいように、根告書の原備K二ん
ナ8に訂正き施している。これ．をやグて正式’にタ．イ7⑰に打

フて、報告書として遮りますゴといフておられましτ（ね。

ライスという人はながグよかリっばなあ’人ヰ肉で’すね。

三潴学者ですものね。
・ト田尻  学考であ1ノ、がつ人柄が、々るはど、あの時期

の国際税訂協会の公表て“しょう。非常に困難オよ時期に、
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各国の学者、統計家の信頼一を二集めて’あ・られすとて・す．ね。

 1でくは実は「〕スもズク号プ・㌧ という一苦い7ラブでうイ

ス声学士に一度ごちそラに戸よ一りよしに。 その朽、、1ぎくはま

す1÷ようぬ二とをいっr二んで・す。ライ又ごんは髪が真、

自なんですね。 そこで“「日本の流言す関係者の間で先生。

ことを木ワイト・ライスさんなどとあ・呼‘びしているノ）で’

す」といフ仁。そうしτ（5黙フてお・られマ、「それは私の
反膚が白いφ・ら1～ろうか・とな聞き．にグよ．る．ん」て・7。

 吏は、 そのとさアメりカベ行ラての／フの発見は、 こ

の黒人間趨の根深くていし仁ね。

三身寄 ぼくらにはちよフと考．之つφ・々い。

小田原 これは非常にデリケート何問遡で、やはり二つ

いう二とザめりましkよ。私は突はキリスト放のイ言者灯
ので、 句こ うで・もあ る一致倉を言方ねγ（んで“す。 丈き く て ソ

つばな遠築ですグ、家内してく㍑つ1・牧鰍人の諺に
よると二・近く、私ビもは佃の場所へ会堂を建てて移るん

です・という二とセフ「（。「どうしでですハ、」こんなりフ

はグよ建築の散会だ州と、どいつ↑（んですが，だんだん話

を開いていてわがらてさ．仁二とは、その一あτ・りに黒人が

住み出し、政会にも、黒人が多くηっτ（。黒人は、住み狛
め」 驍ﾆ一気にし3、之るものらしく、 そう々ると、上ク色の白

人が自然と一はかへ芦フていくんですよ。わとの地域は弐

すます黒人の町になフてしまう。・教会も同様て“、黒人が
入り込」ﾞと、fこんだん白人が来なくなる。．そこで「この

建物は黒人の秋会に奇何して｛私どわは到に建てよう」
というような二とにプよる。釈．倉㌣宋旅μいてざ’ ｦもそ
ういう二とがわ・k．くシいて“すから、二には保殊いもの

で“すね。τこがらライ㍗ん寸らも、黒人1・対する台かと1

            32

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



二」ういう、！・うに反射的に思われτ・んで“しょうね。

三楯 日牢人の、黄色の方グら見．て、木ワイトと思わ作
τ・んで“Tね。

 主にはセンサ又・ビューローにいらしkんです4＼。
・ト田辰 セン†又・ビ㌧一口’が、 居本のネ台理府・ネ毛訂局

ドまあき差当すると。思いましマ．、 二こに一番一長くあ・矛戸肩≧し

てだんて“す．ピアという人グ局長で一じず（けれども、親し

いデド リックこんが仁しか次表でしに。 ．いτ（だい†（ネんも

いすわ〃分森田先生か美濃邦先生バぢ座1）になパ・仏ビ

っ†（かと思います。

 あそ二では．、いろんな賃料をいk1～いて、それを読ん
τづつ、不審を尋ねτくリ、整理レす（りしてむりましτ（。い

うんナエセ／サ又をヤるんて“すね、たと之ば、 その弁は石少

糖のセ／サス。 と’’つやってやるんゼろうと思フτぐんて｝す

グ、いわ中る農林セ／すスの／つで7ね。

 券ムは、そのとさのアメリカ行さで／フ勉強してさまし

にのは、がハメ／ト・センサス、いわば中来（j吏那）地

方（川）を立証する行財政て／†又て“マれ．まあ、こちら

でいえば、争業所調査に含めらにてあ・りまレよう。 そう

いうセ／サスグあっにんで↑。あれτづけ欠きな国で’すか
ら、壇一邦ヤ高チ州の巌多大ノよイ士専きどういう、言、うにケ神して、

どれだけの人間グ、どういう材専に携わってお・るかとい

う二となどは、ヤはl／必亭な統計賃料μよるんでしょう

ね。「窄公庁センすス・ヒいう、1、うK訳して、一応報告書

に、書い仁ことがあります。

三楯 ／カ所にいらしkわけです〃＼ワン／トン1・。

小田原 て“すから、ヤはり中央航訂局を中心にはとんど

ワシ／ト／P．C．て“過コレましk。初めはまず又タティ

            33

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



又ティカル・スタンダード、フよリ統計碁・埠却でライヌ

博士．く辞表）のチ言尊を受け、レツバコット氏やウェ7“夫

人のお世話に！ガ）まし・に。 それからノカ月はビ後にセン

サ又・ビューローに移りましk。デドりツブ博士室の前
の部屋に仙をわら．いましkが、そこが禾かフτ（んで“すね。

あとはレーべ一、労柳歳言すの方に行ごまレkグ、労御省

て“も、ヤラ、けリ1ネんをくナしましてね。セ／・サ人・ビュー口

’では、秘書までっけてくれまし1〈。何かと話してくれ

て、なか々’かそれ．はよかっk。

 そうτ～、その最中．τ～。のうめウどやっていτ・ら、森田

先生から航空促で手紙グ米にんて“すよ。読んでみると、

小田尻㌦、パよ1・．は突Kいいと・さに渡米しに。いま政

腐部内て“問題になフているパ～けれど、吉田（茂）総理
が’、ある局長の出張申．言育かイ可〃＼て“判を押すとさに尼τ（ら

しいんドが’、し・ずソ！しも妾月間4ぐ・長くて、石サテ1歩み一τ〈いブよ、視

察みkいな二とにオよ。ている。一これは何だ、何の仁多て’

行くんビ。

三瀦  ク8日間毛。（笑’・）

小田原いや、ぼ＜の方じ・やな’ qて、はかの人でマよ。

ばくはもう朱てしまっているからやむを得ないが。官吏

は、これからそういう表期の忠殊は認めげい、行くのは
因’ 燻ﾉ謙1ぞけ。その前後に岩手の視壌をする二とは認め

る。研修士張なんていうのは、一種の短期留学。そうい
うのは、ぼくら1士専はフτ・らがして行フて．いるからね。

二もワヒもて’寸な。（笑）「小田尻さんはいい二とをしτ〈、

いいことをしτく」 フて、（笑）森田光圭はいってお・ら右し仁。

奥競， そうすると、♪人後はナ8しですρ。

／l。田尻〆よし。みんな会議ですよ、行ラているのは。工
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s工があるからいいようなものだけれどしも、研修旅行な

んて各省で漸成される。
三楯 ．美濃都ぐんはどのくらいで’マφ・。

奥野その前てしょう。

三潴 いや、期間。

契野 同じ（らい。2～3ヵ月です。
ノド田尻  みんブ8それで“行うにんで’すよ。

奥野 森田先生もそう・で万。

三瀦 ヒこうで、穴学時代に徒計学の講叙を聞かれτ・の」
は有沢先生で寸か。法学都て“はそんな列枢がフす（・メ川ぞ

小田尻申しわザ8いけれど、私は徒計学の講義という
いは聴いてお・ら拍のです。（英一）承学・邦にはあリまセん

ね。季蚤済学音βならとフているんですけどね。

三沸 その二ろ、有禾先生ですか。
小田尻肩禾さんで・すね。青。改造ネ土で忠し1・「葎済学

全集」という州ありましτ・ね。Iそへに林さんが統計
学を受け持ってお・られよすね。有沢さんの「就計学喜諭

（戦後版）は先日古本屋で見フけて購入しましτこラけ。

戦後束欠へ復帰されて書かれτ二ものでマれ。

第21欠航訂使節団

奥野  それでは、アメリカ出張の話はそれぐら．いとして、

都衣崎代に、第2次のライ又でんの依節団’がゐりよすれ。

これについて、何か特に…・一。

・小田尻 私自弁は、ライスさ・んとい之ば、第2次ハとさ

のライスさんしか存じて；ら・らぬわけですけれど、来日中

1二もいろんな席K払ごゼてい↑・τつさ．ま．して一お’話と伺？
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†10 ｱとでし仁、ライスさん一と1のI直接．のかか・わり合い1は、

い其な話ししτ三、アメ’ 閨f J」 ﾉ帰｛てカ＼’らの二とて・す抽。

こちらで“は、 いろんオよう衣ララ寸水しると・さ｛こ1文、 よくお・イ臭し

†・リしまし1κね、。統計局部表一の時分、森田’ �iとゴー箱
にライス博士と食辛’をし↑くり、そういう二とはよ・くあっ

τこと思いよすれ。

 Iヤカー／ド・ライス・ミヅンヨノでは、いまいいまレτ〈
デトリック」ｳんと々＼でミノグさん一一…。
奥野 デミ」シグさんも入っ1てよし†〈。I

・ト田原 私Iは、デミングさん・はアメ1ノカであ・言方ねし仁ん

で“す。非常に印象に残るの一は、日本の統計学者の先生方

の耗計学の本を、でらラ’と並べて糾れるんですれ。

奥野．デミンブくん……？

三指 読めるのかな。

奥野 どうかな。
ノ」・田尻 いや、先生はち・≠禿みに六よれ今いIんで“しょうが、

穴交ご自慢て“←てね・ん1リ先生パ本など指し示し．L
（笑）．というのは、日奉が’ブミングさんを非常k親レく

お・迎之きして、ああいうし1一う一 ﾉ盛んに所説き1諠鞄?黶A
デミング賞杁ど設定し’ mでしょう。ヤつばリデミングて
ん1の方でも．、日本k什常に’親しみを」持τ・れτ（わけて・しょ

うIね。そこ（本棚の片っ方の」上全体ぐらいに日本の書物

がビッシリヒ八フているんですよ。てういう二とが印象

的ですね。

奥野 二例時代に、・橡訂報告．調整広の例定一の問題があI」．り

ましt〈。こ一れは法律問題二で、し仁け．れども、何かこれにフ

いて一…・。 直栂・、j統書す局として・1ま閃イ禾ないラ亥律ですけど

ね、
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小田尻 統計局は実施糊剛としては七つ七／サス・ビュ

ーローで’すから、勝予にやって・ことはオよいですし枳。む

しろぼくは．コントDrレ・アク←と税射法との関係は
どうなフている月かなと、当時野間に思っτ（くらいで’す。

楕定説訂メ制度一本でいいじゃ々いかと思フ↑（。が、そ

うではなくて、指牢硫訂よで行けば一酋いいんて“しょク

けれどう、判に義務を竹わケいもハなので“すね、普通の

調査は・指定説訂にナよると、疹之なきヤます“いわけです

グ、そめ坦のラ貧い、弱いの程度。差τっと思・てお・りよし

仁けれど、・二ういう理解て“いいんでしょう〃・。 ぐ

奥野立場が違うんし・ピ～いでしょうφ・。片。方は、負

担軽減の仁めに承認番うをっけるという二とて“すから。

ノド田原 牛’フしゃるとあ・りで子ね。突隊に調査貢の方と

’房者に回ヶkリなんかよくレでいま．しkけれども、衣か

ら次へといろん灯調査に来るというのは、愛1ブる方では

首がしげていますね。そめフニ劣に会社の中に／フの係を

つく。てち・〈とへ担／王者を決めてあ・〈とがヒいうのは

尺さな貞狙で†ね。

税訂委員会乃廃止にフいて

奥野 同レ時期K、統計季負倉が廃止されまレて、競訂
基準局に変わろわけて“す。これはやはり耗訂界1（ヒって

はノつり穴さな公来事ですけれども、枇訂局．の部長をや

っていらして、どづいう、1、うにご’らんに～はしにφ’。

小田尻あれは行政管理彦一…。   ’  一・
三漱 27年。調査部表に戸8シれる直揃。
ノド田原   レオ・。一ト ・コ ／ トロ ーノレが行われるその年です
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ね。イ百カ月力・後て“すね。

輿蹄 歳計報告調整法ガま〆施行になる前月〃です。

小田豚 そうで7ヵ＼あれは。そして寿充訂季臭会バ税訂

審議倉になる。

奥野手 弟壱言†李員会が生くなフて、行戸文管理庁の糸充訂基準

却に々フて、季員会そのも川よ献言†審議倉ということで、

行管の附属機関になllよ寸。

ノj・田隊、糸た訂汝の中k械言†李’貢倉例規定があフて（期間バ

かなリあるんで’じず（ね。あれ．は24年で’↑か。

三瀦統計脊貢。会というのは、椀訂局側がらゴらんにブよ

って、どういう存在て“しτ・φ・。うるごい存在て“しτ（カ・。

小田尻 いやいや、ヒんでカない。大局的に見て、競訂
秀員会というものはやは’）尺さな．榊をしτ・こと1遠い

はない。1・ド、行政季夏倉（コミソンヨ／）というもの
が日本の制度にあまザよ’いまなかっ丁二。そこで・役所的〆∫

感覚で、役人というのはどうも、はフさりい・て非常に
セタ1 Vョすりズムが低いし、特殊な償行オ川センスバあ

る。権限なん力・を問題にするこヒもタカ・プア・ように思い

ま寸けれども、もうその後の税訂争夢、会、あるいは行政

傍哩庁勿基干局、そういフすくようなことになっτ（段階て“

は、チ残能戸ジ／役割っ・ガけ定名しましτ・ね。戦前の内閣

航訂局というのは、ある程度稀訂委良合的な調整機能を

特フてお・フτ（hけ丁す仏 しカ・しそれは、ああいう機構

のよまではす／かに餓しない∴れは・や！よ11戦後つ眩

い改革にょら戸8ければて“さなクフτ（わけで’す。

三楯 川島さんの時代で寸ね。

小田原そう、川島さん時代’のまま．レや切11がえでさな

づ・クーにでしょうね∴小ら、何といっ1二って戦後の1ヨ本
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の系売言†界にとっては、孝売言†委員会というものカぐでさて、

そして存分にゃって欠きな功積を残しτ・ということは、

これはわう否めない二とτつっτ（。．

 τ二τぞ、浅いでい之ば、ささにも中しτ・ようK，1・と芝

ば役所同士のぺ争るいは地方庁との関俸、あるいは横の

関係などからいって、械訂季夏会というのは、いかにも

役所ヒしては乗入牢なことバあるんですよ。†こがら・そ

ういう点、て“気になるところがボ1・と思うんて“すね・し

かレ、一方から見ると、てれビからこぞて“き仁んだとい
うことグい・えます。旧套を追っていτ（んで・は、とて沌じ

ヤないが．堅い切っkこヒはで・さグよい。競訂季員会制度が

穴さ何役割・1を果にしてさτ（ということは外グら児て何

十分にわがりますね。わワヒもこの段階に来τ・調整稗関

が、今1美ビうあパ（らいいτイろうかという二とは、いう

いろまに二ら立て“孝之てみる段階・レやない下いしょうが。

三瀦い三寸何年にちましkからね、流計季貢含め成

工か5。

調査部柔時代

奥野調査部長時代については、何か特にあ・ありかはア
と一一一一一。

三カ者 調査部・長ケ年ぐらいやっていら7しヤるわけで’す

れ、石ラ長に戸8られる荊。

小田辰 そうですね。

奥野  二の時イぐにフいては、お・伺いする†一マかう丈く

思い浮かばないんで’寸が、何ハー一…㍉

小田尻’ C町か思い出すことを中し上げているんて“寸、バ、
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統書†局では、さ二一さら・っ1し＝や三フ」τ〈1ように・、．耗務課表．は！

年、山 ｻれグら葎清辛甲長、’ ｲ査’p表ち1通ビまして、何年ピ

戸よっていよすグ。

。奥野 履歴き見ると6年子。

小固原制支の球訂局はクー年一一一・。

奥野 祷訂局長がワ年ですね。ぞハ前列部未時代が一一一一一一。

小田尻 ケ年くらいじヤ六よいでマか、

奥野．い之、25年の岬〃くら32年の3月ててから、ヤラ
げ．りb年干くらいで“すね。．

三帯締邦表と一緒榊・ら1、通草て・…二…。

・ト田原 ラ茸、ノブ年の／年で、ノ∫与。

奥野太イ今そうで“す。

小田尻 それで私の役人生活というのバ終わるんて“すけ

れビわね。通じまして、私の役人生活は30年なんですね。
先ほどいるドろ中し上げまレτ／こように、いろんオよヒこ・う

を飛び回、ても・ワ仁んです．が、．それが表計局に来てから、

ピタッとぞ二で腰を搾い’ ｹていτ・だい1・こと．に〆よるわ

です。そして、中て“刑地住は、総務課表、それから部長、
局長と’ ﾈフにんですべ、通’レーて！5ヵ年といいまマと、3’O

年の私の役人生活のちょうど千分。苧分・は一統計局て“週二ご’

しτ（。そ二て“「門前の・トイ曽1 A習わぬ葎ξ謙比・、というこ
と」で、いつの間kか耗訂家一的・よ顔をしているん’ですけれ

ども、中身は何もない二とは、ゴ承矢口．のとあ・つてけね。

ですから、ノ全体とし土は・、いろいろ放之ら生τ（1㌻手間で’

あラす・と思うんて“寸。

三浦 一ヤ、げ7）、アメ1）．カにワ8目いら．しk・、予期セざる

皮張といつ†（らおかし」ぺ・んで’すけれど一も」、それヅ、ずっ

と秘計て1」・くということの．！・っ’ Y条竹で一しょ一うが。．
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小田尻 実1は先はビの、なぜ総務課表1（なってさ仁かと
いう、壱一ですφべ、通産省の孝資貨徒計課戸長のとさに山本高行

次官力・ら、I・まあ2手ほど桁†局に行フてさてくτごさい・

といわ作だ。ところが2弁↑二つにこう、，思わぬことでアメー

リカに行フτこんで’すね。アメリカから帰ってさて、 では

もう二カ並で、というわけにいかデよくなっ†・一一。

三潴そラて“すね一まい・さ’よな5ヒいうわけにはいφ・

ない。

・ト田原 ていすヵ＼ら、．それグ思わざるノブの契一窄受に似りま

してね。

三戸猪 李定、句二うて“いろいう勉緯な。さっにこともある

し、

小田原一て“す6・ら、孝之てみれば、私は、年当に思わざる

ことて峨計家の栃くれKプ8パ1ポ・1・です。

三稚そんザとをい之ば・小田原さん・杯先生箏
計学晩弦乍ずつ1・のは・禾芹ぐんという月月数授州こ

うに行って、病気て一亡くなフら中フて、れ・を得ず’なん

ですよ。有沢さんτ～フて。金糸ぎ考充計学やるフもつはなヵ・

っす・わけて“すけれども、先任者の未共助教授がドイ／て“

病気で亡くηっプ、やむを符ず㌧一一…。 あ（ころは命令で

すから。トち・ま之一統書†やってこい」 ということt～っτ（よう

で“ ｷヵ・らね。いいう偶然・的辱朱という勿は、か州太
さな契残て“はあるでしょうね。

！ト田尻  それ力、ら！フ中してよいこと1ぱ、正文方寸部内でネη

わて大型コ／ピュータを専入して集計を拒めτ（というこ

とで“すね。これは！フの虫・来事であると思いますよ。一

番初めは、30年（国勢調査の募訂εヤ．るで（めに入れ一τ二の

です。1州ク・ケ！いう榊てしに穴型電与計抑と

            41

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



しては第一せ：代の装置でし．↑〈」。 いまで“はカう第I二、 三、’

町代に1よっていましょうが。． ｱれパ番初め1ざっ1・と
、思う。にし一カ・気皐庁’にも1フ、ど二ぞ’（ゲ人フている。

それヒ前I後しkと思うのですグ、実質的にコンピュータ

を伎フて集計して（のは、一耗訂ノ句τ～ワkと思いますね。そ

のときは非常K天変プ～っ1・、

 穴型コ／ピュータというのは、その音崎、レミ／トン

ラ／ドと工ら】どいつ2ネ仁〃ぐ開発していk。 そしてレミ

ントンの方は、三汁物産の系統φべ扱フてち・フτ（わけです。

工6Nは、どこヒいうhけげヤないて“す佃。、黒沢商会あ

「（’）がそうゼ㌣々かフ↑（かと思ピ1よすけ札どガ特定乃

商ネこLというものはないんで寸が、 レミントノの方は三外

物産采の七のτ～から、売っjム2チ匁勢」が非常に弦いノして“す

よ。’ ﾚくが仁とえば了メりヵに行っ1・とオよると、すぐ↑
ラ 飛んで く る0）は レ ミ ／ト ／ですつ そ レて 、 本ネ主ブ8り ユ

場・パリ・ぼくは連れていか札、あげくにど土がで昼飯倹

お・うピが、ゼづいう二とは、実に至れり尽くセリ戸川で’

すけれ．どわρ。

三楯商売上テ。

小田尻商克上手。工B川1はそういうと二うはまずな
いんです。セール千マンとい、て七、技師とφ・残械尾と
い’ ﾁす（感ビで’すね。 工BMのノトネェを言方ねましt（けれどカ、

目剛す何か、何を皐にいのかとい1t・よ枕詞手で・…・㍉

 実は，官庁句中にわ「レミントン買フ江．らと㍉ゼい・

というようグよ二とをいってくると二うもあるし、いろい
ろあるわけて“す伺。それは中フば’）星効しているわけて’

すね、ロッキードげヤないけれども。（笑）

 その申一で、手ムはここで“製表音ド長の女ぞごんヒ句ネ目言炎し
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．ナごんで“すけど、とにかく内社と杷村に位事以外では支隊

はイぬ、一緒に微を食わぬヒいう二とナよどを決”）τ（。そ

れグら、純粋に技術的にのみ夜討レよラ。剛禾がどうで’

あるとが、τ～れがどういってあ・っkとかいヤなく、技術

的に耗訂局で研究しよう。ヤる勿は、国勢調査の箱栗を

集計するのす～バ、㍑目的の1ψには、どの稀種が一着
速当．が、その点、τでけて“判断しよう。ひとつ技術陣が、も

7ばら技術牟位k稼討してもらいkい、ヒいうことて“や

フす二んです。それで、国詞の日的のk州・はやっポ1工
                       “βNカぐいいということになりましτ（。       ！

 名前をいっていいかどうかわからぬげれビも、’レミニ／

トンを’貫之。とドブてさτ（イて議1土さ人。もあ・ってくんですよ。

レかし、当時の稔稀長官はナよかナ8が度胸のいい人で、「よ

ろしい、国会す面戸よらぼくはだにとてい毛禍予になるから、

思っ†・ことお・つに中リなでい⊥ ヒいう二とでしk。 そして。

あるとさ電話がつ・ヵ・って、「話っ1ナ†・からも、ういろんな相

談はするオよ、方針どおりどんどんや札・ こういってくれ

†二んで寸。

 とにかく．さわめて今理的に処理マベさコンビュー7

の稗種選定に際レて、最も打合ア里約六8沃八方がっごまと
っ†・という二とす～ね。（笑）

三潴（1機種遥定という舳記録にもあるでしょラ、競I訂

秀員会吏布高kも。やつはリノ、当一時としては尺さな事件で’

し†・ね。

統計局・長時代一エs工束米大会

三瀦それげや今度は、林帥られて・…一・・、
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輿夢奇 あと’ず’フと局表一』手への二方に人11」よレて、∵残：・フかあ・

伺いしたい．こ一と書いてあ．りますけ〆Lビも」’、．’このよしあとこ

うで、審議会の二とて“すとφ＼地方機構一の評イ面r才」とヘ

エ∫上来末穴がよどですけ㍑も、ひっ／るめてI Aどう
ぞ何〆よりとち’話しくt～・てい。

小1眼／l11千に工S工の東宋入会といつ州ござllま
しt・ね。これは紀億K一 �墲ﾉ残る二とで子ね。ぼくは、

実はこれより欠分率い時期k森田先生k、ち・偉い先生方

が全部そうフていらフしやる、二州奇期に」工s工の家ネ

欠食を開、こうじ’ぺ8いで’すがとい」ラことを申しf（ことが

州主す。そのとさ1・森田先・生は、㍑ナよことをい・、て

も1人ではとても一一・・と一いうようプ8ことをし、7てお・ら仁し．

にんでT。どれヵ・ら間ポアく、二の二とが表面に土てさ
ま しずくが：、 これはあ・そ らく 美一渡辛Pさ◆あにり 中心Kして、

何ヵ・働きかけがあっ†（のかもしれません。ぼくはよく矢口

／1まセ1んけたしどもね。

 昭莉33年に、ブ’ラッセルでI∫工総会パパ）まい・ね。
あのと一 ｫは、美濃都さんと私は2人’で箱・念し（行’フナ（んで

す。ちょうど、同増で万国博パあっf（手ですねア万剛考

などを碕」合k、ああい）国隊会議などを開くんですれ。

そこで・、表束開催のこ、とにフいて同地で、ルーネンバー

ナ氏（I s’工等務局柔）わτ（りと美濃部さん、私とで、

∴一ろいろ話をいf・レまレ↑・’ ｪ、総会の最後の日K美綾部
先生バ、攻め・て衣の稀瓜を、／ヲん年で一↑グー・…一、．32回工

s工を束束にご招考奇し二†〈い、 こうい．1ラあ’いでつをさγしτ〈

んです・ね。満場の手自手亡しずく。I ?齦ﾐ一はどづいっ仁の1～ワ

たかな。そうそう、オ／・一 r≡ノ．、一フーオブ・ジ1ヤベニー

ヌご・カ“ハメ／ト 日李政府！き1で表して帽請いkします
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  二う発奮これτ・わけですよ。

三楯  こっちの政府との話は、もちラんついていτ（！）で

しょうね、予茸き止すとかなんヒか。

ノド田原 無論をうです。 二の正式招請の二とはむしう形

式て“す。それぎ一て“けいしM辛務局とも交渉や打診をし

ている。

三瀦何か、い2回ぐらい前から開催の話は念ていk
らしいで’す桐。

／卜田原  そラで’すか。

三楯いよ。い’譁ｴ香れさは、六変て・し1・でしょうざ

小田原 本番のときはしかし、箕、諭大変丁～クklけれど、

稿果的にはあれ†～けうまくいっk稔倉はかってながっ†・

t～ろうといわ札τ〈くらい成功レましkね。

 その次1の工1∫ユは、ノぐ1）でしτ・けれど七、森田先生と

私が参りましτ（。／ぐりでは大変歓待してく札で、 ごちぞ

つというわけじ’ヤないけれども、みんナポ山〃・ら歓迎し

てくれ一まレ†（。「束末の工s工はよかラτ（、よがフτ（・と

いフてね。

 束束総会の総裁を、皇末チ殿下にあ・願いし寸こわけです

よ。 そのとさト、後藤正矢さんと連れで～ラて常磐松の官
邸に何フ マ 、 ／時間はグり 、 こも ゴも因陽く競訂ノ会字義．と い

う二とにフいてご進講中し上げτ〈んです。そのとさは皇

太写と・美智手セ己（丙殿下バお・でましkなllまして、わ牝

われの講義を開いでいktごさまし仁ね。

 そうして、、1，1・をあけてみると、会議なll、特に交釈

の場で柞常にご評判がよか11・。τ・げば、帝国木アル
で’の砂色くん会あt（1）で、・皇末子展支下もllフげτ～フにが、

美智子さんの評判バ之らいいいん仁わ。よく話をこれk．
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岸売言†の話をされるわけです。タド国の、学名丁（ちとの話をち

ゃんと2人ヒも受け答之をさ打しτ（。日年のプツンス、あ

るいはプリ／セスは、硫計学のことセあんなにもよく畑

1でいらっしゃるパ・ということで、す“い、ゴん駕いkよ

うで’しkね。

三ラ館  ご進講がよがフ．τ（。（笑）

・ト田尻 帝国木テルで呪さん公の拒まる前に、搾之4間
で私がしばらくお；詩セしで（んですが、そ（とさに．また重

ねて、「国隊会制ザういう一連ハニとを話’し合いま寸、

去年はブラッセjレで開かオ・しま しk」 ヒ中し上げτ仁。 ちょ

うど万国博・が開催されてわフて、それわ目当てにみんな

集まつ仁んです。そうし1・ら、皇水手が美清子さんを指

さして、「あ桝・が行→ていkヒさて“しょう。といわれて・。

っ奉り、そハ前の年ですヵ＼美智子妃殿下は、婚約の諸

があ。て非常に困っnフてむられ1・わけ仏尤釆ヒか何

とかというもの以上であフて、全く質の速フk家庭に入
る。それで“大変存迷いヵ切られkわけてrね。単牙て“、

いろいろ孝之・て州・いとゾうことで’、外国旅行に行かれ

rこので’しょう。アメリカヘ行フて、 それφ・らブラヅセ1レ

に行 っ て、 博覧会ち児 てち・られτく。 ちょ う とその同寺期だ

フTこわけで’すね。ぞんけようグにとを話してち・られて、

打常に現しい一列を迎こくれk。
 牧に、赤坂御苑での春の園遊会にわ柘さを受けに二と

があるんで’すが、どういうわけか知りまセ々（すれどわ、

そのヒさに皇太一 q殿下が回ってこられて、ビっヒ私を見
て、「どこかで’会いましτ（ねJ ヒら・ラしヤブす（んで’す。ヤ

はつそれは、工s工の大会に忠．席でれ†〈印象き両殿下も

持7てあ・．られkヒいう二とて“しτ（ね。
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 そういうニヒもあ・って、エs工東ネ穴会は非常に困隊
后勺にも言平手‘jがよカ＼フ七ですれ。 成アカしt（と思います。

三循ライ又さん一・勲章をあI ｰたりし1ルでブね。
小田辰 あ月とさは、岸さんが地理でし1・ね。

三ラ猪  工∫工の32回大公（／96o与）は、窓外て’は安イ呆馬蚤

効なんですよれ。

・ト田尻岸さんのときね。
三緒  ぼくもちょっと彦買出し↑・から、内と外は非常に対

怒的rレに。デモグ歩いていす（ヒ思いよイ。

・卜田原、 あ・れはN H Kオ、一ノレでしkね。

三稚 開倉べはね。会議は産程会館で一しょう、あの二う、

国隊会議場なんかないカ、ら。

小田尻 産程ノ会備を使いましt（ね。N H K交響乗回七来

r二し。 ・一       ’

三稚いま～因際会議場1ゴい・つげいありますけれど七
ね。あの三ろは一一一一・。

小田尻これはしかし、その当時勿行政管理庁、美族郁

さん、あるいは欠靴省い・が協力し仁わけですね。
三カ青 異才界の寄付わわちろんあつτ（わけでしょう。

ノド田原  そしてエンターテインメント、七てなし、措狩、

実によくヤラτ二て“す料

地方税計残構にフいて

三猪 地方税訂微構の二とは一…。’

奥野 地方椀計機構の評1面にフいてち・伺いしτ（いという

のは、椀訂局のイ士専は全都、地方虎訂機構を流れる」わ1ブ・
ていすね。

            〃
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・卜田尻  そうです。

奥野1・すグら、」そうい一う、1，1う1・流・しそ但享をやらして

いる立場〃・ら、一いまパ地方虎今†機’棒をと’’ ﾃ詩イ面すべさへ

あるいぽか後どうやつ1二ら1・いか’ Bそ〆卑の・と二う、何

」力・ご意見が剛ま一 ｵτ〈ら。

小田辰 これはもう、．地方税訂稗構が戸8ければ、その当

時税訂調査の作事は何もでさ戸8かっす（わけです。ていすか

ら・われれへ稀計局に対しては1地方の就計課カ非常に
親近感を持フてくれて、」互い｛符㌻よくつさ今フてさ一
11とIvいま」す、一姫的にいって1

 たドしろ犯れ」1則かザいまも問題パよ1ひるとこう’

で’すバ、．国の各種め統計調査1（フいていろんな注文を私

ども一は聞いていましに。すことえぼここK広島県勿「税訂一

の泉。（／9∠3年）誌k執っ1・「地方森訂の近パ’化・という

／ぐネ1レ・ディスカッンヨ／の記・事き読むと、いうんな種

類の税訂Iが、政府筋でまちまちk痢査をされて、しかも

・㍉細迄閃がきわめて少加く・l1常なムダを条省とも
にやってい1るバは1よいカ＼こ札に対してどうするかと

いパ（ような質問がありま一寸。それかザ祐、果を早く、し．

がも地方でも利肘さ’るよう仰で・1 hして÷れ1いア
τ二ような広一 ｩも忠てい．よす。

 まk、こ二にあるのは、一」ちょう’ど硫訂局n周・午のとぐ

の雑誌ですね二
三浦 1／ヲ〃4〃月．’雑誌『統計。ですね二、

小田原こんに佃か出て州一3れ飛び・爽び」 Dけ千一1て一†

朴ませんが、ああ、手塚元局未の訪酢己でプ．。

午琢昨郎とドう方は、綱ぐ及びのとみゲ大正11
年に第／回胴綱査をやパ÷1さρ球訂卵ド．・叫
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です・後に束年市長等休・けれて、井1帥予触発揮
されk人で’し。（が、こ（ころはご郷里の亀山深穴門町と

いうとこ引・隠棲してら・シれk。そハとさぼくは、杭打
局の文先輩としてこの方をお・見舞いかτ二がす・み訪ねしk

んで“す。 この二ろは白内ド章てい、 目が児之仔し・。 この写真

でわ、目は見之ていないんです。

三浦 宕予か何か、あちらめ方でしょう。・ト柄な方でし

ょう。τ〈し乃・私の父と同友月のはずて“マ。

・ト田原 千塚先生は明治3δ年k東京布国大学法科穴学事
卒菜。そして1、岩手、群馬、宮城の知辛をでれに。表k
束束府矢口喜、これガー長かっτ〈て・Tれ。その前に内閣糸尭訂

局禾をやら㍑・のでしょうね。
 二め中で’乱るぐいろいろお・尋ねしkそのオす謹と税訂局の

関君がよとめてあ・いてくれkんで・す。その中て第！回国

勢調査のことをいういIろ伺いよし↑（。 大隈重イ書バ登場し

ますオλ。 苦い、明君1今年ごろの言書て帆すね、 大隈重づ言は当

時参議τこつf（んです。定はこれは、私の小岩「競言†行政
の中に転戦し．ﾄいますけれども、あ（とさに文隊参議の
名前で’達識・書を土している◆で’す。「現在ノ国攻ヲ詳明セ

ザレバ玖府則チ施政ノ便ヲ失フ」ヒいっτ・二書さ志しで’、

未匡毒新をオ広大し幸先言すに大いに力を注がグよけ打じは！よらぬ一とい

う意味の二げとうとうと老いてあります。その箱乗税

訂牝がていさτ（ものらし㌧㌧私などはそれて、大隈さんと

いう人は、二ういうものを書いてお・与れるとは偉いもの

tこな、采志訂のことわかフτ（の・かなアと思フていτ（んで“す。

 これ一は午チ暴さんによると、稀言†に関イ禾深いtこれ一がれの

速、中がぐ、・トしは序失言すのPRぐらいしなけポしは’い’か加とい

うニヒで、当時め明治改府の幅ささだフk伊藤博文と穴
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帳重イ言めユ人の名前をか1ノて、 木政官k達二台考を出レ†〈

というわけです二。

 ごて、後年第2次穴限内閣ザう、千塚ぐんが内閣琉
訂局長†づパ。あで’すね。そめこう国勢調査実施の機運毛

上がフていτ（。 そこで“午ナ柔局’艮がカ・って弟壱言†の迷言蚤をし

仁大隈さんを訪伺て、国勢調査をぜひ†りkいというこ
とをいフτ（と二ろ、ヤろう、カネ公すからやらにゃいか

ぬといってく㍑・。ところバ、み【 �ﾋよ締†の子草という

ことになると渋いんてごね。初めはわがフτ（よう々顔をし

ているくセ1に、いざカネがないと一 ﾈると、ます㌧統計を削

うゲ…一一と来る。．

三浦 い、麦て“も同し・です。

小田尻 「そういうヒご〔・ら、ぼくらが尺先輩で偉い
と思フている人τ（らが本ナ生きあらわして一一一…、。（笑）二う

いうお・もしうい話をいろ．いろとぐれましk。

三稚仇は非帯に貴重な対談ですね。
一小田県 この対談ヵ・ら間もなく午塚さんけ亡く4られτ〈

んで’す。

 「国勢調査のとさは歌をフく。τ〈。殊て“ひとつ宣イ表し

ょうと．路フてやフ†（んです。皇后降下のところへ、国勢

調査の歌㌃んか毎め†〈．本を持フてい・て、こういう歌バ

ボ）ますといって・椅にあ・見ゼし1・．二とが川ます・と

も話やれk。
三戸締  午均こさんとはわざわざ支寸言炎にいらし仁！）で’す力、。

小田原行フ江んです。いヤ、航計大会ヵ・何トの集ま！）
があっ一一噤iっし・て．て’‘す。一遮ち・目にかがってあ’二うかと鳥

フて，

奥野  この時代に糸充訂行氏の牟をお・書さレ（！よっていらラ
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し．ヤい・よすね。あれは’ほかの李に比べて、・非常にユニー

フナ沖、があ’1まして、行政法の観点ヵ・らあ・書きになった

でしょう。

・卜田原  そういうことて“7れ。

奥野あれは、反響と小売れ行きは、いかがでゴざいま
しにろ・。（笑）

・卜田尻 一般k売札うような奉であるはす’はないんて｝す

けれ一とも、養成所でよくイえつてくにてあ…）ますレ、県、

市勿職責τ（ラにも多少は利用されているかもしれま乍ん。
τとから、版は尺ノ方重ねているようで↑よ。一遮1こ初㌔部

敬はそう〃＜は㌃いと思いますけれ一とも、頻繁に版を重
ねて くオ・して、 7版く らいにオ～り ま しτ（かね。 ぞ（者ド度ち

よつらよ一つと一…。

奥野ぢ直しにオユる・ 、I し
小田辰 行政法規がレよフち中う変わフでふ∵1ますから、
そういう、1ξ、をちょっらよ7と直してヤっているものk’φ・

ら。分度行政改革があ7仁ら、まτ（直ぐオよくちゃいかぬ。

奥野楽しみですれ。（笑）

その他のこととも

三碓 ちょっと戻るようで↑が、養氏所に加地寸んって
お・らゲしt（て＾しょ ラ。

小田尻Iはい。カロ花成雄こん。
三者看 非常ド熱1）戸8方てい、彬亨こさんのことなんか一生

懸分やフて、杉でんのよ・墓き染料墓犯で修ラ更したんで’す

が。それもやっげ。）あ叫・の局平時イて！、・ヤげいです小。

小．田原、 よた森田局長のとさでしkれ。こ八人は粁常！よ
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熱心家．」ぐ、’毛、ともIと栃来県一φ二∴ど’ ?f A勿・伸訂紬1圭一し仁人

です。目李続亨†協会のIイ土辛’き’でっとやラτ二んですが、そ

の一 ﾆさ・・、、率．末師協会と鮒字社1・フあlll．←です

グ、椀計学祉の方のイ士事  校山雅署さんあ仁りを助け

て・あの雑詩き・．手伝フてお・っτζという人で↑ね・そにで

オ多さんに非常一 j打ち払んでら・らわ一で、戦争中I ｵ、犯方に
在イ主して いる とさで’も、多失カ＼〕ミとをつ＼ドって 、駐ア群を着

いて、命θにに参っτこと1．・う・奇特グよ人です。

 私がちょうど徳務課長をや！フτ（とさにいまのち’話べあ

って、墓を直しτ（い。ヤれ1’（肉並し．て、ぼくが、一ちょう

ど歳計部1年になるがザニとしはみ祝ドしようとい1
て＼殊出先生や軍民しにそれで．宋現しにんて“すバ、て

のとさの！フの材．粁に、杉さんの牙内助人が、孫さんt・
弓がはナぞち・るというん．て・＼ 探し虫しまして．染井の墓地

にご案内して、これは日年耗訂’脇余が杉復しますからと

、いうニヒて＼ 了承を得てやフkんで“す・

三精．杉’郎くん．。

、小田尻．杉一郎さん’と林でんにち’
B

 そうい→こと．て・、非常に．奇特な・人て二しにね。’杉さんの

伝記一を書きましf（ね。

三浦 ご存じの一ように、杉亨二さんの・み妹ぐ々（【杉・亨二

の四房、杉四郎さんの手イ芙、さん）に杉栄という方がみ1ジ

ましにでし．よう。 その彩の允一羊の一長兄で’、杉勇という方

がら・うれるんで’すよ。か度お・炎’）しようと思いますけ仏

ビも、Iｻの方バにま★ま放・青木の名誉荻授↑1 A私一ピ土もと

数育天一にお・！1まし1・ぺばくら乃流会で棚で’んをな．

・挿さレ・一て『祖父一・杉一亨二卯・1とど一も・・という・サ常に」1’

いお唯一を何フ．1ぐんて“す。、
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小田原 その方ばとナ灯・ですフて。

三権 杉書二の祈て“了。フま1）亨二の四男の杉田郎くん

の干男て’す。杉亨二さんは条侠が十何人い†（んで“すよ。

て“すヵ・ら、杉勇さんは不参宋さんのお厄さんになるんで’す。

そ勿方は二才リエント学の方σんですけれど毛、もう数

年前てソバ、話を伺っτ（。歴史表戸よものτ～から、米ム青に

七行かれるし、いろいう詞ぺられまレて、それで、前に
tフよっとら・話しし↑〈、訪之ξ方公一園のネラ亨二の巧句イ象、あれに

北村先生が碑文を者かれている。それはもちろん杉勇ぐ
んよビ承知で・お・られkし、大限の並整で杉亨二ごえは

1年層残し↑・。そんな二とを克明に杉勇さんは話してく

τゴぐいよしてく。

 これを拝見しま寸と、統計局長けめにオよフてφ・ら後、

表崎列国疾葎清た学て“税訂1苧の講義；を何年ぐらい……？

ノド田隊  ／0年いτ（しよしτ（。 これ一はて“さkばカ．・りτぞ’っtぐ

んですけれども、二め釆立国1隊程済欠掌て“税計学の先圭一

走衣め・てお・フτこんですね。ちょうど私かご生も招稽を受

けて住せ保の銀行に入る二とドよって向こうに行フk一

だれグが、小胃琢が近くに行バ（ではないか、などとい
う人があ。て、「私は不適任す～からJといフτ・こん．ですけ水し

とも、文部省の認丁がすぐ通っτ（んで“すね。（笑）壮方！よ

い列で森田先生のところに行フて「どうしますかね？」
rや’）デよぐいよ、与先妻†言充二奈ぐらいφぐいいよ」 というよう

な二とになっτ（んで’す。／o年ちょうどやラて、くτ（びれ

まし†（んで、主客席芙しましτ〈。

三潴エSIに結局、都合3回行っていらして、束末を
入れれば、斗日のあ・フさ冶＼いのようて“すね．口

・〕・田尻 そづで’す。今回でしょう．・
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三潴 ベルギー、束束、7ラ／ス、もう／フカプダで’す
か。海外の関イ奉て“いうと、女3午に中国k行フていらつし

ゃるんですね。禾崎県親善使節団、これはやっぱり、丸
村先生の流れといフkら、お・かしいです1ブれども一一一．

小田原 九村の流れは、同恩来あτ（りがみられるころま

て“でしょうね。もう、らよフと速っており1まレ仁。

 グっては満州（味丸・部）に毛あ・つ仁し、帰ってさてか

らも、北支中心によく行ってあ’っτ（七ので’すから、どう

なっているか何と．瞥フてフθライベ’一トな気持ちて岬訪問し

†（んで“すバ、稲局は、やは1プ非常に変わフてお・っkです

ね。特に北京の方はれ、．よ方はあまっ変わらぬなという

感し・を持って帰1）ましk。一あれは何フてみηいと、どう

してもわカ・！はせんね。

三務奥野氏毛中肌・……。
小田尻 ああ、行かれ↑く…”？いっこうで“すか。

．奥野 初めは、錆年の梅雨のこう、 6月です。それから、

ユ回目は．女4年の3〔才です。

官庁競。訂乃竹ネについて

輿所 一番最後にこのメモに書きましτ・、その地のビニ

るで“すけれと“も、イ町かございよす力・6現在及び椅柔ハ官

庁統計についてのご’意見、あるいは、特にしぼれば’、国

勢調査なん」かは統計局の所循ですから。

小田原 その俊はことに不勉殖f～カ・ら何1（もわからナよく

て・’’・“。

三ラ猪 さっさちょ フとあ・角虫れにナ8ワた、糸充計法があフて

航訂報告調整表’かで・ポ・わ’けですね。そ．（ことについて、
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ようヤくいまこいろにナエフて、統計の法体禾というものグ

てんでんばらばらじヤ々いかということを問題にし忠し

t・ようです伺。先生ご承知（ように、い丈就計バいうい一

ろヤ’1にくくナ8っτ（という状況の七ヒで、三寸何年前¢
法体禾をケし見直すという’ ｱとをやっているようて“すね。

 しヵ・し、ヤっ州税計局という川ユ、一時、中央統計

局にしようとかいう話がパ）まし1・けれど“も、伝杭州
る人口弟も言†、その他を枢しラ糸充訂局という・のは、日本では

いまの苦の方が、3、さわレいんし・ヤナよいでしょうかね、い

わゆる中来航訂句ド々るよllは。

小田原 いよは、試行餅謀を行いナよがらここまででさよ

がフてさましτ（レ、何ポ、ネηめの統計崇11度攻正に関する

季夏会パ答申の曽頭にも触れてあ・られt・ようt二、中実

税計局な‘い．し競訂院をフくγて、，内閣の有ヵな僻関とす

べしヒいう意見もあるが、一挙にはむでかしい、草面は

㌣はりそのままて“いさ、グ1二州こ航訂苧貴会あτ・1）の機

能にま、とう、ヒして答申をムされまいκね。やっぱ1け
れはま†～いまていも同げ李1音いヤないかと思うんですれ。
だ力・ら’ A純枠に、欠きな意味での調整をし、あるい1士計

画を立てるという御さを↑るところがあってもいいです
れ。

 tこ1～、い弐と六8ってみると、椀証法バて“さ、秘計委員

会争務局というものがあフて、いろんな調整争矛亭をヤブ

てさk。それは、ある程度一段藩しτ（ようブτ惑いがしょ

すね。硯に、オ旨定統計一というのは初めの教令剛てほとん

ビ全部出尽くしていますね。

三猪 そうで“すね。現在有無つで’六一件虫尽くしτ〈よラで’

す．
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木田尻一 ?ﾆは、．一 ﾍとんと二！ジよ．’ ､りょ作る．、もあでしょ

う、新しいものというのは…。一

 それはいまち、よ・ラとお・・牲れ．に戸よっ1・が、体系的KT応

綱糧し一 ﾅさk、あろべさ硫訂は一応十さているという意
味にあ・いて、 下火にな7 て さ↑（のが、’あるいは、 そうで・

はナよくて、あれは各官庁からI w定申請が虫二てさkものK
フいていい悪いといつている一�ﾅ、積極、的にあるべさ．祝

言†をイ李糸白ウにフ〈ってない．で↑ね。

三確受身といつか∵…。

小田原・て“すヵ・ら、むしろあるべき税訂句構由というが

フ。ラ ンとし・うφ、はこづ ち てい・フく 7 て、 そし て こ こ の と こ

ろバ／フあいているヒφ＼あるいは欠さ〆パ蔦味で、もっ
とああいうと二うをヤ・り〆よ．甘いとが、 そういラτ〈よう才よ

稼討をする。税訂基準郁（現往の航訂主幹）はそうい、ラ
／つの手幾関τ～と、略うレ、必要なネた言†バあるφソよいヵ・を÷陳

封する小1」フの問題’だと思います担。

 ついていに中し上げ’るヒ、最近は競訂調査バやりにくく
ナよIってさ．kとい一’ ﾁている一し、一まτ÷．一寺て㍉よ、季毛訂的〆よ関

心がカ・デよつ両ま・てきてお’る、あるいはコンビュー9、
マイフンが盛ん、こういうこ一と1こオよって、きて、ヤブげ1）

これは、根底1K税訂矢口論バあ、るはずデュん〆1プーれと毛、年

当レ〈それがあるのかデ求いのか一。 ビういう統計的板考え方

が一般に域てさている州vど、うφ’くヒい【 ､渋、の校訂七ある

ピ思いま寸ね。’

 そラ．いう意味にあ・いて’、琉訂’、㈱というか関心という

か・」 ｯいウも一一のパいまの破階・㍑いても…あるいは
剛の視点、から、列の角度か・らセ“も高める必要性グあ、る、ん

じヤオよ．いかという’ Cグし打．ね。．
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三瀦 競言す放育て“すね。

・卜田尻 私は、いわ中る生涯荻育的な税点からでもいい
と思いますね。子供のヒさヵ・ら天人に一灯フτ（．ヒさまで“含

めて、幸先言†にラ寸する関心を育成していく。

 航訂というと、て・と之ば、近ご’う学校て’、偏差値でど

んどん中っていく。ああいっ仁こヒも冷めて、みんな簡
単K偏差値、偏差値といつて、優劣がラ走まってくる。だ

から、ノブのレベルは高くなフているのかもしれけい。

㍑高いレベル㍑いて・税訂1・フいての思駈育子で
いくことが必要じゃσいかという気がし打。 ギ
三潴  それは、ライ又さんのスタティス†イカノレ・マイ

／ドでマガ・、それが卒引・根プ’いていろのかどうか。

 という舳、’二んはkま1・れすけれども、全国税訂

教育研究鳩議会・これは倉予が肩沢さんなんです。看都
立色府県税言す教宥研先協議く会とし・うのバあ？て、．それの中

央的なものが企硫研なんですrプれども伺。いまあ・つしゃ

フ仁、椀言†枚育を盛んにする  生涯教令はもちろんT～

けれ一とも、学校放肴の中て・の献言立教育の位置ブけという

のガ、非常にあいよいヒいいます小、ちょっと孝之ても、

すぐ数学的な確率論とかイ肩差値て“すね。

 しかし一方では・祉1会科の中て“の航計数肴という＾が
本当は中心kなるべさτぞと一いう人〆いる。ます（一方では、

牧学者で数理的地理という川（非常しく重点を置く人と2

一つ（孝之方がある。

小田尻いま、「締†・というのが散学の救粁考の中にあ
1る’んで“すね三

三列宥 あるんk’げと、度教ノか弟カ＼ら入・フちヤう。 それぽ

／肩差値は放之るけれども・鮒林当の問題は1・触吋
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放育（中での統計。統計の必餐牲というのは、数学1～け

て“は敢之られ18い。件つばll、合理的な葎彦とか行政に

は税訂が共等1～。税訂調査というのは、さっハお・っし

ヤっ†二よラに．ありがk迷惑そのも勿で’しょう。何もお

逸しはないし、7rイベンーは開くし…～が統計は必要
τごヒいうのが祉余粁の中での校訂教育だと、私は黒ラん

で’↑げと。

小田原 ハカ・。教之るところが㌃いん〆な。

三稀 それはいろんなヒころにちリばめてはあるんて“す

けれビも、停禾的に杭打放育というのが、兼務1紋育、あ

るいは高校教1芹の中て“位置ブフられてい荷い。残念なが

ら准立単元じや々いも⑦です々’ら、そういういうんな問

妻亘ヵぐあるようて“すけれど七、ドんτ～んに盛んにはなフて

いるようて“寸。

ノ1・田尻  ごっさめ国際葎清文学をもう前にヤめ†ごんで“す

けれども、学生が来ていラんで’すよ。使うの請ゼと、先

生の祝言†学は漫談は“つヵ・りで、われわれわ覚之てますよ。

（＾笑）ところが今度がらの先生は、数学の先生だ’から一・。

三精zばつハつ。
小田豚 一番ネηめグら、べ一ツと1叙式。τ～からみんブユよ

いっとるというカ、ら、 二んなこヒで’まいっちゃダ．メτ～、

いまの耽訂はこういう、1、うに戸よフていろんτ～から、がん

ばれといってあ・さ亭しk・（笑）

三猪  どう・もありがとうござ’いまし．k。
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